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は
じ
め
に

昭
和
初
期
に
活
動
し
た
詩
人
・
翻
訳
家
の
左
川
ち
か
（
一
九
一
一
〜
三
六
）
は
、
生

涯
に
二
〇
数
篇
の
翻
訳
（
小
説
・
詩
・
評
論
）
を
な
し
、
現
存
八
八
篇
の
詩
を
作
っ
た
。

翻
訳
は
一
九
二
九
年
春
か
ら
三
五
年
初
夏
、
詩
作
期
間
は
三
〇
年
夏
か
ら
三
五
年
夏

秋
で
あ
る
か
ら
多
作
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、
雑
誌
に
再
掲
す
る
に
あ
た
っ
て
、
改

題
を
含
む
細
か
い
改
稿
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
夥
し
い
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト

（
異
稿
）
が
生
じ
て
い
る
。

三
六
年
一
月
七
日
死
去
。
一
一
月
二
十
日
に
七
六
篇
の
詩
を
収
載
し
た
『
左
川
ち

か
詩
集
』（
以
降
『
詩
集
』
と
略
す
）
が
森
谷
均
を
社
主
と
す
る
昭
森
社
か
ら
三
五
〇
部

（
内
特
製
版
四
五
部
・
書
痴
版
五
部
）
出
版
さ
れ
た①
。
三
岸
節
子
装
画
。
奥
付
に
「
編
纂

兼
発
行
人
森
谷
均
」
と
あ
る
が
、実
際
に
編
集
し
た
の
は
伊
藤
整
（
一
九
〇
五
〜
六
九
）

で
あ
る
。『
詩
集
』
に
は
後
述
す
る
「
左
川
ち
か
詩
集
覚
え
書
―
刊
行
者
」
と
の
一
文

が
あ
る
も
の
の
、
整
の
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
椎
の
木
』
誌
上
の

『
詩
集
』
刊
行
告
知
文
に
「
編
纂
者
伊
藤
整
」
と
あ
る
こ
と②
。
さ
ら
に
こ
れ
を
裏
付
け

る
川
崎
昇
や
江
間
章
子
ら
の
証
言
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る③
。

同
郷
の
朋
友
川
崎
昇
の
妹
で
あ
る
ち
か
（
本
名
川
崎
愛
）
と
は
、
整
が
小
樽
高
等
商

業
学
校
時
代
か
ら
の
付
き
合
い
で
、
北
海
道
庁
立
小
樽
高
等
女
学
校
生
の
彼
女
に
兄

の
よ
う
に
接
し
て
い
た
。

稿
者
は
こ
れ
ま
で
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
の
伊
藤
整
と
左
川
ち
か
の
文
学
的

関
係
を
考
察
し
て
き
た④
。
す
な
わ
ち
、整
の
第
一
詩
集
『
雪
明
り
の
路
』（
椎
の
木
社
、

一
九
二
六
年
）
で
は
、ち
か
は
叙
情
詩
を
彩
る
詩
材
の
一
人
で
あ
っ
た
。
二
七
年
に
ち

か
は
女
学
校
を
卒
業
。
さ
ら
に
同
校
補
習
科
師
範
部
で
英
語
を
修
め
る
。
や
が
て
兄

と
整
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
二
八
年
夏
に
上
京
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
を
始
め

と
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
翻
訳
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
出
発
し
、
翻
訳
を
指
導
し
た
整

の
綿
密
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
も
と
詩
壇
に
登
場
し
た
。
二
人
は
親
密
な
関
係
に
あ
っ

た⑤
。
ち
か
の
詩
に
は
、先
行
す
る
整
の
作
品
に
対
応
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、

そ
の
詩
風
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
『
詩
集
』
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
唯

一
、
八
一
年
六
月
に
「『
左
川
ち
か
詩
集
』
編
集
上
の
問
題
点
」
と
題
し
た
、川
崎
浩

典
に
よ
る
中
央
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
の
記
録
が
あ
る⑥
。
考
察
内
容
の
詳
細
は
不

明
で
あ
る
が
、『
詩
集
』
編
纂
方
針
を
踏
ま
え
詩
篇
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
を
比
較
し
た
、

本
稿
の
先
駆
的
研
究
と
思
わ
れ
る
。
な
お
川
崎
は
ち
か
の
親
族
に
あ
た
る
。

川
崎
と
曽
根
博
義
、
小
野
夕
馥
が
八
三
年
に
編
纂
し
た
森
開
社
『
左
川
ち
か
全
詩

集
』
に
は
八
一
篇
。
同
じ
森
開
社
の
二
〇
一
〇
年
『
左
川
ち
か
全
詩
集
新
版
』
に
は

四
篇
を
追
加
し
八
五
篇
を
収
録
、掲
載
誌
の
調
査
が
進
展
し
た
。
い
ず
れ
も
『
詩
集
』

を
底
本
と
し
て
そ
の
配
列
順
に
詩
を
並
べ
、次
に
新
出
詩
篇
を
巻
末
に
揃
え
て
い
る
。

近
年
刊
行
さ
れ
た
紫
門
あ
さ
を
編
『
新
編
左
川
ち
か
詩
集
前
奏
曲
』（
東
都
我
刊
我
書

房
、
二
〇
一
七
年
）
は
、
雑
誌
初
出
版
の
詩
形
に
揃
え
る
と
い
う
独
自
の
編
集
が
施
さ

れ
た
が
、
配
列
自
体
は
『
詩
集
』
及
び
森
開
社
版
に
準
拠
し
て
い
る
。
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も
と
よ
り
そ
れ
は
編
者
の
自
由
で
あ
る
が
、
結
局
『
詩
集
』
が
ど
の
よ
う
な
編
纂

基
準
で
編
集
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
編
集
に
問
題
点
は
な
い
の
か
と
い
っ
た
書
誌
的
な

研
究
検
討
が
ほ
ぼ
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、『
詩

集
』
が
無
条
件
に
正
典
化
さ
れ
、考
察
の
対
象
と
し
て
引
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

詩
は
わ
ず
か
一
文
字
の
助
詞
が
改
稿
さ
れ
た
だ
け
で
、
そ
の
解
釈
が
大
き
く
異
な
っ

て
く
る
。
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
未
収
録
詩
と
雑
誌
版
の
ヴ
ァ

リ
ア
ン
ト
を
合
わ
せ
る
と
、
現
在
確
認
で
き
る
八
八
篇
の
詩
篇
に
お
よ
そ
一
九
〇
種

類
を
数
え
、
個
々
の
関
係
を
丁
寧
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
し
て
『
詩
集
』

は
遺
稿
詩
集
で
あ
る
。詩
人
本
人
の
意
思
と
編
者
独
自
の
関
与
の
度
合
い
を
踏
ま
え
、

厳
し
く
史
料
批
判
す
る
こ
と
が
諸
研
究
の
前
提
に
な
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
か
か
る
状
況
を
鑑
み
、
詩
篇
の
初
出
か
ら
再
掲
、『
詩
集
』
収
録
時
に
至

る
校
異
を
通
じ
、『
詩
集
』
の
特
徴
と
編
者
の
関
与
を
考
察
し
、
改
稿
が
少
な
く
な
い

詩
の
特
色
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
し
た
い
。
左
川
ち
か
の
詩
を
『
詩
集
』
と
い
う
伊

藤
整
の
眼
差
し
か
ら
解
放
す
る
一
歩
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
引
用
し
た
詩
篇
史
資
料
の
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
字
体
に
改
め
た
。

一
、
左
川
ち
か
の
詩
篇
一
覧

ま
ず
、
現
在
判
明
し
て
い
る
ち
か
の
詩
作
品
を
、
稿
者
が
新
た
に
発
見
確
認
し
た

「
硝
子
の
道
」
を
含
め⑦
、
暫
定
的
に
整
理
し
た
結
果
、
八
八
詩
篇
と
数
え
た
。
以
下
、

詩
篇
一
覧
を
掲
げ
る
。

　

凡
例

一
、
各
詩
篇
の
初
出
雑
誌
の
年
月
日
順
に
、﹇　

﹈
内
に
作
品
番
号
を
1
か
ら
88
ま

で
付
し
た
。

一
、
各
詩
篇
の
題
名
に
続
き
、
初
出
雑
誌
名
・
号
数
・
発
行
日
を
記
し
、
さ
ら
に

再
掲
誌
、
再
々
掲
誌
の
書
誌
を
付
し
た
。

一
、
初
出
雑
誌
発
行
日
が
同
じ
詩
篇
は
、
同
一
雑
誌
内
の
掲
載
順
に
配
列
し
た
。

一
、
初
出
雑
誌
発
行
日
が
同
じ
別
雑
誌
同
士
の
詩
篇
は
、
雑
誌
冒
頭
詩
篇
題
名
の

五
十
音
順
に
し
た
が
い
配
列
し
た
。

一
、
雑
誌
・
書
籍
発
行
日
は
、
例
え
ば
一
九
三
〇
年
一
月
一
日
の
場
合
、19300101

と
略
し
た
。

一
、
昭
森
社
『
左
川
ち
か
詩
集
』
を
『
詩
集
』
と
略
し
た
。

一
、
再
掲
誌
、
ま
た
は
『
左
川
ち
か
詩
集
』
で
改
題
さ
れ
た
詩
篇
は
、
改
題
名
を

付
し
た
。

一
、
改
題
さ
れ
た
上
に
、
初
出
詩
篇
か
ら
大
き
く
改
作
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
詩

篇
に
は
、「
改
題
改
作
」
と
注
記
し
、
こ
れ
を
独
立
し
た
詩
篇
と
し
て
作
品
番
号

を
付
し
た
。

一
、『
左
川
ち
か
詩
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
詩
篇
は
、「『
詩
集
』
未
収
録
」
と

記
し
た
。

﹇
一
九
三
〇
年　

五
篇
﹈

﹇
1
﹈「
青
い
馬
」『
白
紙
』
10
（19300801

）、『
越
佐
詩
歌
集
』（19301230

）『
詩
と
詩

論
』
12
（19310616

）

﹇
2
﹈「
昆
虫
」『
ヴ
ァ
リ
エ
テ
』
1
（19300801

）

﹇
3
﹈「
秋
の
写
真
」『
白
紙
』
11
（19301001

）（『
詩
集
』
改
題
「
私
の
写
真
」）

﹇
4
﹈「
朝
の
麺
麭
」『
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
』
2
―
9
（19301001

）、『
詩
と
詩
論
』
12
（
改

題
「
朝
の
パ
ン
」19310616

）、『
詩
抄
』
1
（19330318

）

﹇
5
﹈「
墜
ち
る
海
」『
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ボ
オ
』
4
（19301201

）『
詩
集
』
未
収
録

﹇
一
九
三
一
年　

一
一
篇
﹈

﹇
6
﹈「
出
発
」『
今
日
の
詩
』
3
（19310201

）、『
詩
と
詩
論
』
12
（19310616

）
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﹇
7
﹈「
黒
い
空
気
」『
今
日
の
詩
』
5
（19310401

）、『
詩
と
詩
論
』
12
（19310616

）

﹇
8
﹈「
錆
び
た
ナ
イ
フ
」『
白
紙
』
13
（19310410

）、『
詩
と
詩
論
』
12
（19310616

）

﹇
9
﹈「
雪
が
降
る
」『
新
形
式
』
2
（19310505

）、『
詩
と
詩
論
』
12
（
改
題
「
雪
が
降

つ
て
ゐ
る
」19310616

）

﹇
10
﹈「
緑
の
焔
」『
新
形
式
』
3
（19310605

）、『
詩
と
詩
論
』
14
（19311217

）

﹇
11
﹈「
朝
」『
白
紙
』
14
（19310705

）、『
詩
と
詩
論
』
14
（
改
題
「
青
い
球
体
」19311217

）

﹇
12
﹈「
緑
色
の
透
視
」『
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ボ
オ
』
2
―
2
（19310705

）

﹇
13
﹈「
死
の
髯
」『
今
日
の
詩
』
10
（19310901

）、『
文
学
』
1
（
改
題
改
作
「
幻
の
家
」

19320318

）

﹇
14
﹈「
断
頭
機
」『
今
日
の
文
学
』
1
―
9
（19310901

）、『
詩
と
詩
論
』
14
（
改
題

「
断
片
」19311217

）

﹇
15
﹈「
ガ
ラ
ス
の
翼
」『
今
日
の
文
学
』
1
―
10
（19311001

）、『
詩
と
詩
論
』
14

（19311217

）

﹇
16
﹈「
季
節
の
モ
ノ
ク
ル
」『
白
紙
』
15
（19311101

）、『
詩
と
詩
論
』
14
（19311217

）

﹇
一
九
三
二
年　

二
二
篇
﹈

﹇
17
﹈「
循
環
路
」『
椎
の
木
』
1
―
1
（19320101

）、『
文
学
』
1
（19320318

）

﹇
18
﹈
合
作
詩
「
冬
の
詩
」『
若
草
』
8
―
2
（19320201

）
竹
中
郁
、
北
園
克
衛
、
春

山
行
夫
、
澤
木
隆
子
、
杉
田
千
代
乃
、
左
川
ち
か

﹇
19
﹈「
青
い
道
」『
反
響
』
4
（19320205

）、『
文
学
』
1
（19320318

）

﹇
20
﹈「
記
憶
の
海
」『
文
学
』
1
（19320318

）、『
詩
抄
』
1
（19330318

）

﹇
21
﹈「
幻
の
家
」『
文
学
』
1
（19320318

）「
死
の
髯
」
の
改
題
改
作

﹇
22
﹈「
冬
の
肖
像
」『
椎
の
木
』
1
―
4
（19320401

）

﹇
23
﹈「
硝
子
の
道
」『
関
西
文
芸
』
8
―
5
（19320501

）『
詩
集
』
未
収
録

﹇
24
﹈「
白
と
黒
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
1
（19320515

）、『
文
学
』
4
（
改
題
改

作
「
睡
眠
期
3
」19321216

）

﹇
25
﹈「
風
」『
海
盤
車
』
1
―
3
（19320601

）、『
文
学
』
4
（19321216

）

﹇
26
﹈「
蛋
白
石
」『
椎
の
木
』
1
―
6
（19320601

）、『
文
学
』
4
（19321216

）、『
詩

抄
』
1
（19330318

）

﹇
27
﹈「
神
秘
」『
椎
の
木
』
1
―
6
（19320601

）、『
文
学
』
4
（
改
題
改
作
「
睡
眠
期

2
」19321216

）、『
詩
抄
』
1
（19330318

）

﹇
28
﹈「
夢
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
2
（19320701

）、『
文
学
』
4
（
改
題
改
作

「
睡
眠
期
4
」19321216

）

﹇
29
﹈「
樹
魂
」『
反
響
』
17
（19320715

）『
詩
集
』
未
収
録

﹇
30
﹈「
白
く
」『
海
盤
車
』
1
―
4
（19320810

）、『
文
学
』
4
（19321216

）

﹇
31
﹈「T

h
e street fair

」『
椎
の
木
』
1
―
10
（19321001

）、『
行
動
』
1
―
3

（19331201

）

﹇
32
﹈「
緑
」『
文
芸
汎
論
』
2
―
10
（19321001

）

﹇
33
﹈「T

h
e m

adh
ou

se

」『
文
芸
汎
論
』
2
―
10
（19321001

）、『
文
学
』
4
（
改
題

改
作
「
睡
眠
期
5
」19321216

）

﹇
34
﹈「
雲
の
か
た
ち
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
3
（19321101

）、『
文
学
』
4

（19321216

）、『
詩
抄
』
1
（19330318

）

﹇
35
﹈「
眠
つ
て
ゐ
る
」『
文
芸
汎
論
』
2
―
12
（19321201

）、『
文
学
』
4
（
改
題
改
作

「
睡
眠
期
1
」19321216

）、『
詩
抄
』
1
（19330318

）「
眠
つ
て
ゐ
る
」

﹇
36
﹈「
雪
の
日
」『
文
芸
汎
論
』
2
―
12
（19321201

）

﹇
37
﹈「
鐘
の
な
る
日
」『
海
盤
車
』
1
―
6
（19321205

）、『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』

4
（
改
題
「
冬
の
詩
」19330110

）

﹇
38
﹈「
睡
眠
期
」『
文
学
』
4
（19321216

）「
眠
つ
て
ゐ
る
」「
神
秘
」「
白
と
黒
」「
夢
」

「T
h

e m
adh

ou
se

」
の
改
題
改
作　
『
詩
集
』
未
収
録

﹇
一
九
三
三
年　

一
八
篇
﹈

﹇
39
﹈「
憑
か
れ
た
街
」『
椎
の
木
』
2
―
1
（19330101

）、『
詩
法
』
1
（「
憑
れ
た
街
」
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74

19340801

）

﹇
40
﹈「
波
」『
椎
の
木
』
2
―
1
（19330101

）

﹇
41
﹈「
雲
の
や
う
に
」『
椎
の
木
』
2
―
1
（19330101

）、『
行
動
』
1
―
3
（19331201

）

﹇
42
﹈「
毎
年
土
を
か
ぶ
ら
せ
て
ね
」『
今
日
の
文
学
』
3
―
1
（「
冬
の
詩
」19330101

の
改
題
）

﹇
43
﹈「
目
覚
め
る
た
め
に
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
5
（19330225

）

﹇
44
﹈「
花
咲
け
る
大
空
に
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
6
（19330415

）、『
詩
法
』

1
（19340801

）

﹇
45
﹈「
雪
の
門
」『
海
盤
車
』
2
―
8
（19330415

）、『
行
動
』
1
―
3
（19331201

）

﹇
46
﹈「
単
純
な
る
風
景
」『
椎
の
木
』
2
―
5
（19330501

）、『
詩
法
』
1
（
改
題

「P
O

E
M

」19340801

）

﹇
47
﹈「
春
」『
椎
の
木
』
2
―
5
（19330501
）、『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
7

（19330625

）、『
詩
法
』
1
（19340801

）

﹇
48
﹈「
舞
踏
場
」『
貝
殻
』
2
―
2
（19330501

）

﹇
49
﹈「
五
月
の
リ
ボ
ン
」『
今
日
の
文
学
』
3
―
6
（19330601
）

﹇
50
﹈「
む
か
し
の
花
」『
新
人
早
稲
田
』
1
―
4
（19330620

）、『
椎
の
木
』
2
―
9

（19330901

）

﹇
51
﹈「
暗
い
夏
」『
作
家
』
1
（19330701

）

﹇
52
﹈「
星
宿
」『
椎
の
木
』
2
―
8
（19330801

）、『
女
人
詩
』
11
（19330810
）、『
詩

法
』
1
（19340801

）

﹇
53
﹈「
他
の
一
つ
の
も
の
」『
椎
の
木
』2
―
8（19330801

）、『
呼
鈴
』12（19331001

）、

『
行
動
』
1
―
3
（19331201

）

﹇
54
﹈「
背
部
」『
海
盤
車
』
2
―
11
（19331005

）、『
測
量
船
』
2
（19331101

）

﹇
55
﹈「
葡
萄
の
汚
点
」『
椎
の
木
』
2
―
11
（19331101

）

﹇
56
﹈「
雪
線
」『
文
芸
汎
論
』
3
―
12
（19331201

）

﹇
一
九
三
四
年　

一
九
篇
﹈

﹇
57
﹈「
プ
ロ
ム
ナ
ア
ド
」『
闘
鶏
』
3
（19340220

）

﹇
58
﹈「
遅
い
あ
つ
ま
り
」『
貝
殻
』
3
―
1
（19340301

）、『
苑
』
2
（19340401

）

﹇
59
﹈「
天
に
昇
る
」『
カ
イ
エ
』
6
（19340305

）、『
ご
ろ
つ
ち
ょ
』
1
（19340601

）

﹇
60
﹈「
会
話
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
14
（19340310

）、『
苑
』
2
（19340401

）

﹇
61
﹈「
メ
ー
フ
ラ
ワ
ー
」『
カ
イ
エ
』
7
（19340510

）、『
小
劇
場
』
3
―
7
（19340625

）

﹇
62
﹈「
果
実
の
午
後
」『
椎
の
木
』
3
―
6
（19340601

）、『
日
本
詩
壇
』
2
―
5
（
改

題
「
お
な
じ
く
」19340701

）

﹇
63
﹈「
暗
い
唄
」『
日
本
詩
壇
』
2
―
5
（19340701

）　
（『
詩
集
』「
暗
い
歌
」）

﹇
64
﹈「
花
」『
カ
イ
エ
』
8
（19340701

）

﹇
65
﹈「
午
後
」
初
出
誌
不
明
。『
書
帷
』193407

〜
09
か

﹇
66
﹈「
夏
の
を
は
り
」『
女
人
詩
』
4
―
14
（19340830

）、『
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ボ
オ
』

1
（19341101

）、『
モ
ダ
ン
日
本
』
5
―
11
（
改
題
「
季
節
」19341101

）

﹇
67
﹈「
海
泡
石
」『
椎
の
木
』
3
―
9
（19340901

）

﹇
68
﹈「
指
間
の
花
」『
呼
鈴
』
20
（19340910

）『
詩
集
』
未
収
録

﹇
69
﹈「1.2.3.4.5

」
初
出
誌
不
明
。「
指
間
の
花
」
の
改
題
改
作

﹇
70
﹈「F

in
ale

」『
椎
の
木
』
3
―
10
（19341001

）

﹇
71
﹈「
前
奏
曲
」『
カ
イ
エ
』
9
（19341101

）

﹇
72
﹈「
素
朴
な
月
夜
」『
椎
の
木
』
3
―
11
（19341101

）

﹇
73
﹈「
言
葉
」『
椎
の
木
』
3
―
12
（19341201

）

﹇
74
﹈「
菫
の
墓
」『
文
芸
汎
論
』
4
―
12
（19341201

）『
詩
集
』
未
収
録

﹇
75
﹈「
落
魄
」『
海
盤
車
』
3
―
16
（19341201

）

﹇
一
九
三
五
年　

一
一
篇
﹈

﹇
76
﹈「
烽
火
」『
輝
ク
』
3
―
1
（19350117

）『
詩
集
』
未
収
録

﹇
77
﹈「
三
原
色
の
作
文
」『
海
盤
車
』
4
―
17
（19350210

）
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昭
森
社
『
左
川
ち
か
詩
集
』（
一
九
三
六
）
の
書
誌
的
考
察

75

﹇
78
﹈「
太
陽
の
娘
」『
る
ね
っ
さ
ん
す
』
2
（「
太
陽
の
唄
」19350301

）、『
詩
法
』
12

（19350801

）

﹇
79
﹈「
夜
の
散
歩
」『
椎
の
木
』
4
―
2
（19350301

）『
詩
集
』
未
収
録

﹇
80
﹈「
花
苑
の
戯
れ
」『
海
盤
車
』
4
―
18
（19350410

）『
詩
集
』
未
収
録

﹇
81
﹈「
海
の
花
嫁
」『
セ
ル
パ
ン
』
52
（19350601

）

﹇
82
﹈「
山
に
話
し
て
ゐ
る
」『
芸
術
科
』
3
―
7
（19350701

）、『
椎
の
木
』
5
―
3

（
改
題
「
夏
の
こ
ゑ
」19360301
）

﹇
83
﹈「
海
の
捨
子
」『
詩
法
』
12
（19350801

）、『
短
歌
研
究
』
4
―
8
（「
海
の
天
使
」

19350801

）『
詩
集
』
未
収
録

﹇
84
﹈「
風
が
吹
い
て
ゐ
る
」『
詩
法
』
12
（19350801

）『
詩
集
』
未
収
録

﹇
85
﹈「
山
脈
」『
短
歌
研
究
』
4
―
8
（19350801

）

﹇
86
﹈「
海
の
天
使
」『
短
歌
研
究
』
4
―
8
（19350801

）「
海
の
捨
子
」
の
改
題
改
作

﹇
一
九
三
六
年　

二
篇
﹈

﹇
87
﹈「
季
節
」『
海
盤
車
』
5
―
20
（19360101

）『
詩
集
』
未
収
録
。「
夏
の
を
は
り
」

改
題
の
「
季
節
」（19341101

）
と
は
別
の
詩

﹇
88
﹈「
季
節
の
夜
」『
椎
の
木
』
5
―
3
（19360301

）

『
詩
集
』
未
収
録
詩
篇
は
、﹇
5
﹈「
墜
ち
る
海
」、﹇
18
﹈
合
作
詩
「
冬
の
詩
」、﹇
29
﹈

「
樹
魂
」、﹇
23
﹈「
硝
子
の
道
」、﹇
38
﹈「
睡
眠
期
」、﹇
68
﹈「
指
間
の
花
」、﹇
74
﹈「
菫

の
墓
」、﹇
76
﹈「
烽
火
」、﹇
79
﹈「
夜
の
散
歩
」、﹇
80
﹈「
花
苑
の
戯
れ
」、﹇
83
﹈「
海

の
捨
子
」、﹇
84
﹈「
風
が
吹
い
て
ゐ
る
」、﹇
87
﹈「
季
節
」
の
一
三
篇
で
詩
作
の
後
半

期
に
集
中
す
る
。

改
題
詩
は
多
数
あ
る
が
、
形
式
ま
た
は
内
容
的
に
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
と

判
断
し
た
も
の
は
、
独
立
し
た
改
作
詩
と
し
て
別
々
に
数
え
た
。﹇
13
﹈「
死
の
髯
」

の
改
題
詩
﹇
21
﹈「
幻
の
家
」、﹇
68
﹈「
指
間
の
花
」
の
改
題
詩
﹇
69
﹈「1.2.3.4.5

」、

﹇
83
﹈「
海
の
捨
子
」
の
改
題
詩
﹇
86
﹈「
海
の
天
使
」、﹇
35
﹈「
眠
つ
て
ゐ
る
」﹇
27
﹈

「
神
秘
」﹇
24
﹈「
白
と
黒
」﹇
28
﹈「
夢
」﹇
33
﹈「T

h
e m

adh
ou

se

」
の
五
篇
を
繫
げ

た
改
題
詩
﹇
38
﹈「
睡
眠
期
」
で
あ
る
。

『
詩
集
』
が
と
も
に
収
載
す
る
﹇
66
﹈「
夏
の
を
は
り
」
と
「
季
節
」（﹇
87
﹈「
季
節
」

と
は
別
の
詩
）
は
、
同
一
作
品
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
み
な
し
、
後
者
に
作
品
番
号
は
付

し
て
い
な
い
。

二
、『
左
川
ち
か
詩
集
』
の
経
緯
と
「
覚
書
」

左
川
ち
か
の
個
人
詩
集
は
生
前
に
企
画
構
想
が
す
で
に
あ
っ
た
。
三
四
年
四
月
に

第
三
次
『
椎
の
木
』
に
近
刊
予
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
百
田
宗
治
に
よ
る
「
左
川

ち
か
の
死
」「
詩
集
の
あ
と
へ
」（
と
も
に
一
九
三
六
）
な
ど
に
よ
る
と
、
こ
の
時
点
で

は
百
田
を
編
者
と
し
椎
の
木
社
か
ら
刊
行
す
る
た
め
の
準
備
が
開
始
さ
れ
た
よ
う

だ
。
百
田
の
都
合
の
せ
い
か
、
近
刊
予
告
か
ら
一
年
半
が
経
過
し
て
も
編
集
・
刊
行

作
業
は
進
展
せ
ず
、
告
知
が
先
行
し
て
い
た
状
況
と
思
わ
れ
る
。
入
院
を
知
っ
た
百

田
は
「
早
く
快
く
な
れ
、
そ
し
て
詩
集
を
出
さ
う
」
と
手
紙
を
出
し
、
い
ず
れ
「
校

正
刷
で
も
彼
女
の
病
床
に
間
に
合
せ
て
や
り
た
い
」
と
願
っ
た⑧
。
し
か
し
病
状
の
進

行
は
予
想
以
上
に
早
か
っ
た
。

三
五
年
十
月
九
日
に
入
院
し
た
ち
か
は
末
期
症
状
の
胃
癌
と
診
断
、
一
一
月
中
旬

か
ら
衰
弱
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
一
二
月
に
は
昏
睡
状
態
に
陥
り
、
翌
年
一
月
七

日
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
三
月
発
行
の
『
椎
の
木
』
掲
載
の
病
床
日
記
（
一
〇
月
一
六

日
〜
一
一
月
二
日
）
に
『
詩
集
』
の
記
述
は
な
い
。
詩
友
・
関
係
者
の
証
言
・
回
想
文

を
見
る
限
り
、
百
田
本
人
と
の
面
会
も
確
認
で
き
ず⑨
、
具
体
的
な
作
業
が
開
始
進
展

し
た
形
跡
は
な
い
。
入
稿
以
前
の
詩
稿
整
理
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

整
理
稿
は
現
存
を
確
認
で
き
ず
、ど
の
程
度
の
分
量
で
あ
っ
た
か
も
判
然
と
し
な
い
。

結
局
生
前
の
詩
集
刊
行
は
実
現
す
る
こ
と
な
く
、「
詩
集
の
こ
と
を
頼
ん
で
死
ん
だ
」
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76

と
い
う
本
人
の
遺
志
で
改
め
て
編
纂
を
託
さ
れ
た
の
が
、伊
藤
整
で
あ
っ
た
よ
う
だ⑩
。

『
椎
の
木
』
三
六
年
二
月
号
に
は
「
編
纂
者
伊
藤
整
」
と
明
記
さ
れ
、椎
の
木
社
か

ら
の
『
詩
集
』
近
刊
予
告
が
再
開
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
版
元
が
昭
森
社
に
変
わ
っ
た

理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
社
は
三
五
年
の
創
業
当
初
か
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
集
を
刊

行
し
て
い
る
。

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、『
詩
集
』
の
内
容
や
構
成
に
本
人
に
よ
る
積
極
的
な

校
勘
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
想
定
し
難
い
。

『
詩
集
』
巻
末
に
は
、
川
崎
昇
に
よ
る
略
年
譜
「
左
川
ち
か
小
伝
」⑪
、
百
田
宗
治
の

追
悼
文
「
詩
集
の
あ
と
へ
」
と
と
も
に
、「
左
川
ち
か
詩
集
覚
え
書
―
刊
行
者
―
」（
以

降
「
覚
書
」
と
略
す
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
無
署
名
で
あ
る
が
、
先
の
経
緯

か
ら
伊
藤
整
に
よ
る
文
章
と
思
わ
れ
る
。
全
文
を
引
用
す
る
。

一
、  

こ
の
詩
集
の
編
輯
は
発
表
順
に
よ
つ
た
。
但
し
再
度
雑
誌
を
更
へ
て
発
表

さ
れ
た
も
の
は
そ
の
最
初
の
発
表
の
時
に
順
つ
た
。

一
、
詩
の
改
作
さ
れ
た
も
の
は
そ
の
改
作
の
も
の
に
よ
つ
た
。

一
、  

題
名
の
改
め
ら
れ
た
も
の
は
そ
の
改
題
名
に
よ
つ
た
。
但
し
「
幻
の
家
」

は
「
死
の
髯
」
の
改
作
で
は
あ
る
が
、
思
ふ
と
こ
ろ
あ
つ
て
二
者
と
も
収

載
し
た
。
そ
の
他
の
改
題
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

朝
の
パ
ン
（
朝
の
麺
麭
改
題
）

　
　
　

眠
つ
て
ゐ
る
（
睡
眠
期
1
改
題
）

　
　
　

神
秘
（
同
2
改
題
）

　
　
　

白
と
黒
（
同
3
改
題
）

　
　
　

夢
（
同
4
改
題
）

　
　
　

T
h

e m
ad H

ou
se

（
同
5
改
題
）

　
　
　

毎
年
土
を
か
ぶ
ら
せ
て
ね‼

（
冬
の
詩
改
題
）

一
、  

こ
の
詩
集
の
詩
は
「
昆
虫
」
を
昭
和
五
年
八
月
号
の
「
ヴ
リ
エ
テ
」
誌
に

発
表
し
た
に
始
ま
り
「
夏
の
こ
ゑ
」
と
「
季
節
の
夜
」
の
昭
和
十
一
年
三

月
号
の
「
椎
の
木
」
誌
へ
の
発
表
を
最
後
と
す
る
。「T

h
e street fair

」 

と
「1.2.3.4.5.

」
と
の
二
篇
は
制
作
若
し
く
は
発
表
の
時
を
明
ら
か
に
し

な
い
。

一
、  

詩
を
発
表
し
た
雑
誌
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

  

詩
と
詩
論
、
椎
の
木
、
短
歌
研
究
、
文
学
、
文
芸
汎
論
、
セ
ル
パ
ン
、

今
日
の
詩
、
今
日
の
文
学
、
マ
ダ
ム
ブ
ラ
ン
シ
ュ
、
海
盤
車
、
貝
殻
、

カ
イ
エ
、
作
家
、
女
人
詩
、
呼
鈴
、
闘
鶏
、
書
帷
、
モ
ダ
ン
日
本
、
る

ね
つ
さ
ん
す
、
エ
ス
プ
リ
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
、
白
紙
、
ヴ
リ
エ
テ
、
文
芸
レ

ビ
ュ
ー
、
新
形
式
。

『
詩
集
』
の
編
集
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
「
覚
書
」
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
整
理
で

き
よ
う
。

①
『
詩
集
』
の
配
列
は
初
出
誌
の
発
表
（
発
行
）
順
に
し
た
が
う
。

②
改
稿
さ
れ
た
場
合
、
初
出
稿
（
初
出
版
）
で
は
な
く
改
稿
（
再
掲
版
）
を
掲
載
。

③  

改
題
さ
れ
た
場
合
、「
朝
の
パ
ン
」
と
「
毎
年
土
を
か
ぶ
ら
せ
て
ね
」
の
よ
う
に

原
則
、
改
題
版
を
掲
載
。
た
だ
し
「
死
の
髯
」
と
「
幻
の
家
」
は
編
者
の
判
断

で
両
方
収
録
。
改
題
詩
「
睡
眠
期
」
1
〜
5
章
も
原
則
と
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

初
出
詩
の
題
名
と
形
式
で
収
録
。

④  

デ
ビ
ュ
ー
作
「
昆
虫
」
と
遺
作
二
篇
「
夏
の
こ
ゑ
」「
季
節
の
夜
」
の
書
誌
、初

出
不
明
二
篇
「T

h
e street fair

」 「1.2.3.4.5.

」
の
注
記
。

⑤
『
詩
と
詩
論
』
以
下
の
発
表
誌
の
注
記
。
二
四
誌
。
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三
、  「
覚
書
」
①
⑤
の
原
則
と
編
集
実
態
の
揺
れ

〜
掲
載
・
未
掲
載
誌
を
め
ぐ
っ
て

巻
末
の
校
異
で
も
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
整
が
『
詩
集
』
を
編
む
に
あ
た
り
、「
覚

書
」
の
原
則
に
則
っ
て
手
元
に
用
意
し
た
複
数
の
雑
誌
版
を
取
捨
選
択
し
、
仮
名
遣

い
・
句
読
点
・
畳
字
・
改
行
の
処
理
な
ど
、
そ
の
全
て
が
編
者
の
判
断
か
は
と
も
か

く
、
細
か
い
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
仮
名
遣
い
な
ど
の
処
理
や
基
準
は
詩

篇
に
よ
っ
て
一
定
し
て
い
な
い
。
一
部
に
は
編
集
部
や
植
字
工
の
判
断
が
含
ま
れ
る

だ
ろ
う
。
本
章
で
は
ま
ず
、
左
川
ち
か
の
詩
掲
載
誌
と
『
詩
集
』
と
の
関
係
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

　
『
詩
集
』「
覚
書
」
⑤
掲
載
誌
は
二
四
誌
。
現
在
確
認
が
難
し
い
詩
誌
も
含
ま
れ
、

と
く
に
『
書
帷
』
は
詳
細
不
明
だ
。
ち
か
の
詩
友
で
あ
っ
た
内
田
忠
が
故
郷
福
井
県

丸
岡
町
で
発
刊
し
て
い
た
詩
誌
で
あ
ろ
う
。
一
号
（
三
四
年
一
月
）・
二
号
（
三
四
年
二

月
）
の
目
次
が
判
明
し
て
い
る⑫
。
ち
か
の
詩
篇
で
唯
一
掲
載
誌
不
明
の
﹇
65
﹈「
午
後
」

が
三
号
以
降
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。『
詩
集
』
で
「
午
後
」
は
、﹇
64
﹈

「
花
」（『
カ
イ
エ
』
八
、
三
四
年
七
月
）
と
﹇
67
﹈「
海
泡
石
」（『
椎
の
木
』
三
―
九
、
三
四

年
九
月
）
に
挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、初
出
誌
発
行
順
に
配
列
す
る
「
覚
書
」
①
の

原
則
に
し
た
が
え
ば
、
三
四
年
七
月
〜
九
月
掲
載
と
絞
り
込
め
る
。
今
後
の
調
査
進

展
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

「
覚
書
」
⑤
未
掲
載
誌
は
、
現
在
判
明
す
る
限
り
、『
反
響
』（﹇
19
﹈「
青
い
道
」

三
二
・
二
）、『
関
西
文
芸
』（﹇
23
﹈「
硝
子
の
道
」
三
二
・
五
）、『
新
人
早
稲
田
』（﹇
50
﹈

「
む
か
し
の
花
」
三
三
・
六
）、『
測
量
船
』（﹇
54
﹈「
背
部
」
三
三
・
一
一
）、『
行
動
』（﹇
31
﹈

「T
h

e street fair

」、﹇
45
﹈「
雪
の
門
」、﹇
53
﹈「
他
の
一
つ
の
も
の
」、﹇
41
﹈「
雲
の
や
う

に
」、
全
て
三
三
・
一
二
）、『
苑
』（﹇
60
﹈「
会
話
」、﹇
58
﹈「
遅
い
あ
つ
ま
り
」、
全
て

三
四
・
四
）、『
ご
ろ
つ
ち
ょ
』（﹇
59
﹈「
天
に
昇
る
」
三
四
・
六
）、『
小
劇
場
』（﹇
61
﹈

「
メ
ー
フ
ラ
ワ
ー
」
三
四
・
六
）、『
日
本
詩
壇
』（﹇
63
﹈「
暗
い
唄
」、﹇
62
﹈「
お
な
じ
く
」、

全
て
三
四
・
七
）、『
輝
ク
』（﹇
76
﹈「
烽
火
」
三
五
・
一
）、『
芸
術
科
』（﹇
82
﹈「
山
に
話
し

て
ゐ
る
」
三
五
・
七
）、『
詩
法
』（﹇
46
﹈「P

O
E

M

」、﹇
44
﹈「
花
咲
け
る
大
空
に
」、﹇
52
﹈

「
星
宿
」、﹇
47
﹈「
春
」、﹇
39
﹈「
憑
か
れ
た
街
」、
以
上
三
四
・
八
／
﹇
83
﹈「
海
の
捨
子
」、

﹇
84
﹈「
風
が
吹
い
て
ゐ
る
」、﹇
78
﹈「
太
陽
の
唄
」、
以
上
三
五
・
八
）
の
一
二
雑
誌
二
四
篇

と
な
る
。
事
実
、
校
異
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
雑
誌
掲
載
版
の
詩
篇
を
参
観
し
た
形

跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

加
え
て
「
覚
書
」
⑤
記
載
誌
の
掲
載
詩
篇
に
お
い
て
も
、
編
者
が
落
と
し
た
ヴ
ァ

リ
ア
ン
ト
の
存
在
を
推
認
で
き
る
。
こ
れ
は
『
詩
集
』
の
詩
篇
配
列
か
ら
も
あ
る
程

度
傍
証
で
き
る
。
あ
る
詩
篇
が
初
出
版
、
再
掲
版
と
分
か
れ
る
場
合
、「
覚
書
」
②
の

原
則
通
り
再
掲
版
を
底
本
と
す
る
も
の
の
、「
覚
書
」
①
に
反
し
配
列
の
順
番
が
狂
っ

た
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
初
出
版
の
存
在
を
見
落
と
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

例
え
ば
『
詩
集
』
序
盤
、﹇
7
﹈『
黒
い
空
気
』（
初
出
『
今
日
の
詩
』
五
、
三
一
年
四

月
）、﹇
9
﹈「
雪
が
降
つ
て
ゐ
る
」（
初
出
『
新
形
式
』
二
、
三
一
年
五
月
）、﹇
10
﹈「
緑

の
焔
」（
初
出
『
新
形
式
』
三
、
三
一
年
六
月
）
と
、
初
出
誌
の
発
表
年
月
順
に
し
た
が

い
正
し
く
配
列
さ
れ
て
い
る
が
、次
に
﹇
6
﹈「
出
発
」（
初
出
『
今
日
の
詩
』
三
、
三
一

年
二
月
／
再
掲
『
詩
と
詩
論
』
一
二
、
三
一
年
六
月
）、﹇
1
﹈「
青
い
馬
」（
初
出
『
白
紙
』

一
〇
、
三
〇
年
八
月
／
再
掲
『
詩
と
詩
論
』
一
二
、
三
一
年
六
月
）
と
続
い
て
い
る
。「
出

発
」「
青
い
馬
」
い
ず
れ
も
、
編
者
が
初
出
誌
『
今
日
の
詩
』『
白
紙
』
を
見
落
と
し

た
結
果
、
三
一
年
六
月
の
再
掲
誌
『
詩
と
詩
論
』
を
配
列
の
典
拠
と
し
た
編
集
実
態

が
推
定
で
き
よ
う
。

他
に
も
﹇
11
﹈「
青
い
球
体
」（
初
出
『
白
紙
』
一
四
、
三
一
年
七
月
）、﹇
14
﹈「
断
片
」

（
初
出
『
今
日
の
文
学
』
一
―
九
、
三
一
年
九
月
）、﹇
15
﹈「
ガ
ラ
ス
の
翼
」（
初
出
『
今
日

の
文
学
』
一
―
一
〇
、
三
一
年
一
〇
月
）、﹇
33
﹈「T

h
e m

ad h
ou

se

」（
初
出
『
文
芸
汎

論
』
二
―
一
〇
、
三
二
年
一
〇
月
）、﹇
34
﹈「
雲
の
か
た
ち
」（
初
出
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン

シ
ュ
』
三
、
三
二
年
一
一
月
）、﹇
5
﹈「
風
」（
初
出
『
海
盤
車
』
一
―
三
、
三
二
年
六
月
）
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な
ど
が
、
初
出
誌
を
見
落
と
し
配
列
が
狂
っ
た
事
例
と
思
わ
れ
る
。

逆
に
配
列
は
正
し
い
が
、再
掲
版
が
『
詩
集
』
に
反
映
し
て
い
な
い
﹇
37
﹈「
鐘
の

な
る
日
」（
初
出
『
海
盤
車
』
一
―
六
、
三
二
年
一
二
月
、
再
掲
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』

四
、
三
三
年
一
月
）
な
ど
は
、『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
を
落
と
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。ま

た
﹇
31
﹈「T

h
e street fair

」
は
、初
出
誌
が
「
覚
書
」
⑤
記
載
の
『
椎
の
木
』

（
一
―
一
〇
、
三
二
年
一
〇
月
）
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
制
作
若
し
く
は
発
表
の
時

を
明
ら
か
に
し
な
い
」
と
、「
覚
書
」
④
の
初
出
不
明
詩
に
数
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
編
者
が
『
椎
の
木
』
該
当
号
を
見
落
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、『
今
日
の
詩
』『
白
紙
』『
今
日
の
文
学
』『
文
芸
汎
論
』『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン

シ
ュ
』『
海
盤
車
』『
椎
の
木
』
の
七
誌
一
〇
篇
。
た
ま
た
ま
現
物
を
手
元
に
備
え
て

い
な
か
っ
た
か
、
過
失
で
見
落
と
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
先
の
「
覚
書
」
⑤
未
記
載

誌
の
一
二
雑
誌
二
四
篇
と
合
計
す
れ
ば
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

次
に
「
覚
書
」
⑤
未
掲
載
誌
の
発
行
時
期
に
注
意
す
る
と
、
三
二
年
二
月
の
『
反

響
』
に
始
ま
り
、
同
年
五
月
『
関
西
文
芸
』
を
経
て
、『
新
人
早
稲
田
』『
測
量
船
』

『
行
動
』
と
三
三
年
が
三
冊
、
三
四
年
が
『
苑
』『
ご
ろ
つ
ち
よ
』『
小
劇
場
』『
日
本

詩
壇
』
の
四
冊
、
三
五
年
が
『
輝
ク
』『
芸
術
科
』『
詩
法
』
の
三
冊
で
あ
る
。
三
〇

年
夏
か
ら
三
五
年
夏
ま
で
の
ち
か
の
詩
作
期
間
に
お
い
て
、
中
後
半
期
に
偏
在
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
人
の
個
人
的
交
流
は
、
ち
か
の
晩
年
ま
で
継
続
す
る
も
の
の
、
そ
の
文
学
的
営

為
に
整
が
積
極
的
に
関
与
し
た
の
は
二
九
年
春
か
ら
三
二
年
夏
頃
ま
で
と
思
わ
れ

る⑬
。
す
な
わ
ち
『
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
』『
新
文
学
研
究
』
な
ど
整
編
集
の
雑
誌
で
、オ
ル

ダ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
な
ど
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
小
品
を

ち
か
が
訳
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
の
「
室
楽
」
を
『
詩
と
詩
論
』『
椎
の
木
』

な
ど
で
翻
訳
連
載
、
三
二
年
八
月
に
単
行
本
化
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
ち

か
は
整
の
自
宅
で
各
種
の
翻
訳
指
導
を
受
け
、「
室
楽
」
の
校
訂
を
受
け
た
。

三
二
年
五
月
に
ち
か
は
、
新
た
な
盟
友
と
な
る
北
園
克
衛
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
が

集
う
ア
ル
ク
イ
ユ
の
ク
ラ
ブ
に
拠
り
、
機
関
誌
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
創
刊
号

に
巻
頭
詩
「
白
と
黒
」
を
飾
る
。
同
時
期
の
『
室
楽
』
刊
行
後
は
翻
訳
を
中
断
、
創

作
詩
に
集
中
し
て
お
り
、
整
の
直
接
的
関
与
の
痕
跡
が
な
く
な
っ
て
い
く
。

『
詩
集
』
未
掲
載
誌
に
話
を
戻
す
と
、三
二
年
半
ば
以
降
の
諸
雑
誌
を
整
が
見
落
と

し
た
背
景
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
二
人
の
文
学
関
係
の
変
化
を
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
よ

う
。
女
性
誌
『
ご
ろ
つ
ち
ょ
』『
輝
ク
』、地
方
誌
『
関
西
文
芸
』『
小
劇
場
』
な
ど
は

と
く
に
目
に
留
ま
り
に
く
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
な
ぜ
未
掲
載
誌
と
な
っ
た
か
疑
問
の
雑
誌
も
あ
る
。
例
え
ば
『
芸
術
科
』。

川
端
康
成
の
後
任
と
し
て
、
日
本
大
学
芸
術
科
で
三
四
年
四
月
か
ら
整
が
講
師
を
務

め
て
い
た
縁
で
、
ち
か
に
発
表
の
場
を
紹
介
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
単

な
る
過
失
の
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
他
に
は
、整
自
身
も
度
々
寄
稿
し
て
い
た『
行

動
』『
苑
』『
詩
法
』
が
抜
け
落
ち
て
い
る
の
も
不
審
で
あ
る
。

例
え
ば
『
詩
法
』
を
確
認
し
て
み
よ
う
。『
詩
と
詩
論
』
系
の
旧
知
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

詩
人
が
集
っ
た
『
詩
法
』
と
ち
か
と
の
関
係
は
深
く
、
一
号
に
詩
五
篇
、
四
号
に
随

筆
一
篇
、一
二
号
に
詩
三
篇
を
寄
せ
て
い
る
。『
詩
法
』
掲
載
詩
と
『
詩
集
』
収
録
詩

の
関
係
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
詩
法
』
一
号
（
三
四
・
八
）

﹇
39
﹈「
憑
か
れ
た
街
」
↓
『
詩
集
』
は
初
出
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る

﹇
44
﹈「
花
咲
け
る
大
空
に
」
↓
『
詩
集
』
は
初
出
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』

版
に
拠
る

﹇
46
﹈「P

O
E

M

」
↓
『
詩
集
』
は
初
出
『
椎
の
木
』
版
（
題
「
単
純
な
る
風

景
」）
に
拠
る

﹇
47
﹈「
春
」
↓
『
詩
集
』
は
初
出
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る

﹇
52
﹈「
星
宿
」
↓
『
詩
集
』
は
再
掲
『
女
人
詩
』
版
（『
詩
法
』
版
は
再
々
掲
）
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に
拠
る

伊
藤
整
「
人
間
の
あ
る
詩
論
」
掲
載

『
詩
法
』
四
号
（
三
四
・
一
一
）

左
川
ち
か
「
私
の
夜
」（
随
筆
）
掲
載

伊
藤
整
「『
路
次
ぐ
ら
し
』『
詩
作
法
』
女
艸
会
洋
画
展
」
掲
載

『
詩
法
』
一
二
号
（
三
五
・
八
）

﹇
83
﹈「
海
の
捨
子
」
↓
『
詩
集
』
未
収
録
。『
詩
集
』
は
改
題
改
作
詩
「
海
の

天
使
」（『
短
歌
研
究
』）
掲
載

﹇
84
﹈「
風
が
吹
い
て
ゐ
る
」
↓
『
詩
集
』
未
収
録

﹇
78
﹈「
太
陽
の
娘
」
↓
『
詩
集
』
は
初
出
『
る
ね
っ
さ
ん
す
』
版
（
題
「
太
陽

の
唄
」）
に
拠
る

伊
藤
整
「《
詩
の
周
囲
》
阪
本
越
郎
詩
論
集
」
掲
載

「
海
の
捨
子
」
と
同
じ
一
二
号
に
、整
は
阪
本
越
郎
の
書
評
を
寄
稿
す
る
。
ち
か
の

掲
載
号
に
は
常
に
寄
稿
し
、
整
は
『
詩
と
詩
論
』
以
来
の
『
詩
法
』
主
要
メ
ン
バ
ー

の
一
人
で
あ
る
。
ち
か
の
作
品
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
に
も
関
わ
ら

ず
、「
風
が
吹
い
て
ゐ
る
」
も
『
詩
集
』
に
収
録
さ
れ
ず
、
他
誌
版
を
参
看
し
た
で
あ

ろ
う
「
憑
か
れ
た
街
」「
花
咲
け
る
大
空
に
」「P

O
E

M

（
単
純
な
る
風
景
）」、「
春
」

「
星
宿
」「
太
陽
の
娘
（
太
陽
の
唄
）」
と
い
っ
た
詩
篇
に
お
い
て
も
、
再
掲
版
を
採
用

す
る
「
覚
書
」
②
の
原
則
に
反
し
、『
詩
法
』
版
が
反
映
さ
れ
た
形
跡
が
校
異
に
な

い
。『

詩
法
』
掲
載
詩
の
う
ち
、﹇
83
﹈「
海
の
捨
子
」
は
、
詩
人
時
代
の
整
の
代
表
詩

「
海
の
捨
児
」（『
信
天
翁
』
一
、
二
八
年
一
月
）
に
応
答
す
る
、
編
者
に
と
っ
て
も
因
縁

の
詩
篇
で
あ
る⑭
。
こ
の
作
品
が
『
詩
集
』
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
意
図
的
な
も

の
で
は
な
い
か
と
の
憶
測
も
呼
ん
で
き
た⑮
。
実
際
に
は
「
海
の
捨
子
」
の
み
な
ら
ず
、

「
風
が
吹
い
て
ゐ
る
」
な
ど
他
の
詩
篇
も
落
と
し
、『
詩
法
』
そ
の
も
の
を
参
看
し
た

形
跡
が
な
い
こ
と
か
ら
、
よ
り
慎
重
な
検
討
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、「
海
の
捨
子
」
に
代
わ
っ
て
改
題
改
作
詩
「
海
の
天
使
」
が
『
詩
集
』
に
採
録

さ
れ
た
こ
と
も
含
め
、
三
六
年
に
お
け
る
左
川
ち
か
の
死
と
伊
藤
整
文
学
の
軌
跡
と

い
う
文
脈
で
、
別
稿
を
も
っ
て
検
討
す
る⑯
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、詩
人
の
全
発
表
誌
の
お
よ
そ
三
分
の
一
も
の
一
二
雑
誌
が
欠
落
、

と
く
に
詩
作
晩
年
の
詩
風
と
改
稿
の
あ
り
方
が
窺
わ
れ
る
八
篇
も
の
詩
を
掲
載
す
る

『
詩
法
』
を
全
て
落
と
し
て
い
る
点
は
、詩
人
の
最
後
の
文
学
表
現
が
『
詩
集
』
に
は

十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

四
、  「
覚
書
」
②
の
原
則
と
編
集
実
態
の
揺
れ
〜
改
稿
の
扱
い
を

め
ぐ
っ
て

本
章
で
は
、
直
近
の
再
掲
版
を
採
用
す
る
と
い
う
「
覚
書
」
②
の
原
則
が
ど
の
程

度
貫
徹
さ
れ
て
い
る
か
を
、
校
異
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
改

稿
詩
で
あ
る
再
掲
版
を
編
集
か
ら
落
と
し
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

そ
れ
は
主
に
『
詩
集
』
中
盤
以
降
か
ら
確
認
で
き
る
。『
詩
集
』
掲
載
順
に
、﹇
37
﹈

「
鐘
の
な
る
日
」（
再
掲
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
四
、
三
三
年
一
月
）、﹇
39
﹈「
憑
か
れ

た
街
」（
再
掲
『
詩
法
』
一
、
三
四
年
八
月
）、﹇
41
﹈「
雲
の
や
う
に
」（
再
掲
『
行
動
』
一

―
三
、
三
三
年
一
二
月
）、﹇
44
﹈「
花
咲
け
る
大
空
に
」（
再
掲
『
詩
法
』
一
、
三
四
年
八

月
）、﹇
46
﹈「
単
純
な
る
風
景
」（
再
掲
『
詩
法
』
一
、
三
四
年
八
月
）、﹇
47
﹈「
春
」（
再

掲
『
詩
法
』
一
、
三
四
年
八
月
）、﹇
54
﹈「
背
部
」（
再
掲
『
測
量
船
』
二
、
三
三
年
一
一

月
）、﹇
60
﹈「
会
話
」（
再
掲
『
苑
』
二
、
三
四
年
四
月
）、﹇
58
﹈「
遅
い
あ
つ
ま
り
」（
再

掲
『
苑
』
二
、
三
四
年
四
月
）、﹇
59
﹈「
天
に
昇
る
」（
再
掲
『
ご
ろ
つ
ち
ょ
』
一
、
三
四
年

六
月
）、﹇
61
﹈「
メ
ー
フ
ラ
ワ
ー
」（
再
掲
『
小
劇
場
』
三
―
七
、
三
四
年
六
月
）、﹇
78
﹈

「
太
陽
の
唄
」（
再
掲
『
詩
法
』
一
二
、
三
五
年
八
月
）
の
一
二
篇
で
あ
る
。
直
近
の
ヴ
ァ

リ
ア
ン
ト
に
拠
ら
ず
、
初
出
版
に
ほ
ぼ
拠
っ
た
こ
れ
ら
の
詩
篇
を
仮
に
Ａ
群 

と
分
類
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80

す
る
。

次
に
再
掲
版
の
み
な
ら
ず
再
々
掲
版
を
持
つ
詩
篇
が
二
篇
あ
る
。﹇
53
﹈「
他
の
一

つ
の
も
の
」（
再
掲
『
呼
鈴
』
一
二
、
三
三
年
一
〇
月
／
再
々
掲
『
行
動
』
一
―
三
、
三
三
年

一
二
月
）、﹇
52
﹈「
星
宿
」（
再
掲
『
女
人
詩
』
一
一
、
三
三
年
八
月
／
再
々
掲
『
詩
法
』
一
、

三
四
年
八
月
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
詩
集
』
で
は
、
再
掲
版
に
拠
る
が
、
最
新
の

再
々
掲
版
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
も
Ａ
群
に
分
類
す
る
。
便
宜
上
、
雑

誌
で
二
度
掲
載
さ
れ
た
十
二
篇
を
Ａ
群
ｄ
（
ダ
ブ
ル
の
意
）、
三
度
掲
載
さ
れ
た
二
篇

を
Ａ
群
ｔ
（
ト
リ
プ
ル
の
意
）
と
細
区
分
し
て
お
く
。

Ａ
群
で
は
、『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
以
外
の
「
覚
書
」
⑤
の
未
記
載
誌
（『
詩

法
』『
行
動
』『
測
量
船
』『
苑
』『
ご
ろ
つ
ち
ょ
』『
小
劇
場
』）
を
集
中
し
て
落
と
し
た
こ

と
が
校
異
か
ら
わ
か
る
。

こ
れ
ら
Ａ
群
の
詩
篇
に
対
し
、「
覚
書
」
②
の
原
則
に
し
た
が
い
、
直
近
の
ヴ
ァ
リ

ア
ン
ト
で
あ
る
再
掲
版
に
ほ
ぼ
拠
っ
た
詩
篇
を
Ｂ
群 
と
分
類
す
る
。
も
ち
ろ
ん
最
も

数
が
多
い
。『
詩
集
』
掲
載
順
に
作
品
番
号
・
詩
篇
名
・
再
掲
誌
名
の
み
を
以
下
記

す
。﹇

7
﹈「
黒
い
空
気
」、﹇
9
﹈「
雪
が
降
つ
て
ゐ
る
」、﹇
6
﹈「
出
発
」、﹇
1
﹈「
青
い

馬
」、﹇
16
﹈「
季
節
の
モ
ノ
ク
ル
」、﹇
11
﹈「
青
い
球
体
」、﹇
14
﹈「
断
片
」、﹇
15
﹈「
ガ

ラ
ス
の
翼
」。
以
上
八
篇
が
ほ
ぼ
再
掲
誌
『
詩
と
詩
論
』
に
拠
っ
て
い
る
。

次
に
﹇
17
﹈「
循
環
路
」、﹇
19
﹈「
青
い
道
」、﹇
24
﹈「
白
と
黒
」、﹇
27
﹈「
神
秘
」、

﹇
26
﹈「
蛋
白
石
」、﹇
28
﹈「
夢
」、﹇
30
﹈「
白
く
」、﹇
33
﹈「T

h
e m

ad h
ou

se

」、﹇
34
﹈

「
雲
の
か
た
ち
」、﹇
25
﹈「
風
」。
以
上
一
〇
篇
が
ほ
ぼ
再
掲
誌
『
文
学
』
に
拠
っ
て
い

る
。さ

ら
に
﹇
66
﹈「
夏
の
を
は
り
」（
再
掲
『
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ボ
オ
』）、﹇
82
﹈「
夏
の

こ
ゑ
」（
再
掲
『
椎
の
木
』）
が
続
き
、
合
計
二
〇
篇
で
あ
る
。『
詩
と
詩
論
』
と
そ
の

後
継
誌
『
文
学
』
を
中
心
に
揃
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
改
稿
の
扱
い
に
お
い
て
、「
覚
書
」
の
原
則
を
十
分
に
貫
徹
で
き

ず
、
初
出
版
に
拠
っ
た
Ａ
群
一
四
篇
。
原
則
通
り
直
近
の
再
掲
版
に
拠
っ
た
Ｂ
群 

二
〇
篇
が
『
詩
集
』
に
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

五
、
仮
説
と
し
て
の
左
川
ち
か
整
理
稿

『
詩
集
』
七
六
篇
中
、
雑
誌
発
表
が
初
出
誌
一
回
の
み
の
作
品
（
本
稿
で
は
便
宜
的

に
シ
ン
グ
ル
作
品
と
称
す
）
は
三
〇
篇
余
存
在
す
る
。
発
表
順
に
作
品
番
号
と
題
名
を

記
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
詩
篇
が
﹇
2
﹈「
昆
虫
」、﹇
3
﹈「
私
の
写

真
」。
三
一
年
は
﹇
12
﹈「
緑
色
の
透
視
」、﹇
13
﹈「
死
の
髯
」。
三
二
年
は
﹇
21
﹈「
幻

の
家
」、﹇
20
﹈「
記
憶
の
海
」、﹇
22
﹈「
冬
の
肖
像
」、﹇
32
﹈「
緑
」、﹇
36
﹈「
雪
の
日
」。

三
三
年
は
﹇
40
﹈「
波
」、﹇
42
﹈「
毎
年
土
を
か
ぶ
ら
せ
て
ね
」、﹇
43
﹈「
目
覚
め
る
た

め
に
」、﹇
48
﹈「
舞
踏
場
」、﹇
49
﹈「
五
月
の
リ
ボ
ン
」、﹇
51
﹈「
暗
い
夏
」、﹇
55
﹈「
葡

萄
の
汚
点
」、﹇
56
﹈「
雪
線
」。
三
四
年
は
﹇
57
﹈「
プ
ロ
ム
ナ
ア
ド
」、﹇
63
﹈「
暗
い

歌
」、﹇
64
﹈「
花
」、﹇
65
﹈「
午
後
」、﹇
67
﹈「
海
泡
石
」、﹇
70
﹈「F

in
ale

」、﹇
72
﹈

「
素
朴
な
月
夜
」、﹇
71
﹈「
前
奏
曲
」、﹇
73
﹈「
言
葉
」、﹇
75
﹈「
落
魄
」。
三
五
年
は

﹇
77
﹈「
三
原
色
の
作
文
」、﹇
81
﹈「
海
の
花
嫁
」、﹇
85
﹈「
山
脈
」、﹇
86
﹈「
海
の
天

使
」。
三
六
年
は
﹇
88
﹈「
季
節
の
夜
」。
改
稿
に
至
ら
な
か
っ
た
詩
篇
が
後
半
期
に
集

中
し
て
い
る
の
は
、
詩
人
に
残
さ
れ
た
時
間
に
反
比
例
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
う
ち
『
詩
集
』
で
独
自
の
改
稿
が
な
さ
れ
て
い
る
詩
篇
を
Ｃ
群
ｓ
（
シ
ン
グ
ル

の
意
）
と
分
類
し
、
対
し
て
ほ
ぼ
初
出
版
に
拠
っ
た
詩
篇
を
Ｄ
群
と
分
類
し
た
い
。

Ｃ
群
ｓ
は
六
篇
、
Ｄ
群
は
二
七
篇
と
な
る
。
Ｃ
群
ｓ
は
、『
詩
集
』
掲
載
順
に
﹇
2
﹈

「
昆
虫
」（
初
出
『
ヴ
ァ
リ
エ
テ
』
一
、
三
〇
年
八
月
）、﹇
3
﹈「
私
の
写
真
」（
初
出
『
白

紙
』
一
一
、
三
〇
年
一
〇
月
）、﹇
42
﹈「
毎
年
土
を
か
ぶ
ら
せ
て
ね
」（
初
出
『
今
日
の
文

学
』
三
―
一
、
三
三
年
一
月
）、﹇
63
﹈「
暗
い
歌
」（
初
出
『
日
本
詩
壇
』
二
―
五
、
三
四
年

七
月
）、﹇
64
﹈「
花
」（
初
出
『
カ
イ
エ
』
八
、
三
四
年
七
月
）、﹇
69
﹈「1.2.3.4.5

」（
初

出
誌
不
明
／
『
詩
集
』
未
収
録
の
﹇
68
﹈「
指
間
の
花
」『
呼
鈴
』
二
〇
、
三
四
年
九
月
の
抜
粋
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一

昭
森
社
『
左
川
ち
か
詩
集
』（
一
九
三
六
）
の
書
誌
的
考
察

81

か
）
の
六
篇
で
あ
る
。

﹇
2
﹈「
昆
虫
」
は
、
詩
人
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
。
初
出
の
「
私
は
い
ま
痣
を
乾

す
。」
が
、『
詩
集
』
で
は
「
私
は
い
ま
殻
を
乾
す
。」
に
改
め
ら
れ
、
映
像
的
に
も
微

妙
に
意
味
合
い
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
﹇
63
﹈「
暗
い
歌
」
で
は
、題
名
が
「
暗
い

唄
」
か
ら
「
暗
い
歌
へ
」、本
文
も
「
カ
ア
ペ
ツ
ト
の
上
を
」
を
「
新
し
い
カ
ア
ペ
ツ

ト
の
上
を
」
な
ど
と
『
詩
集
』
で
改
め
ら
れ
て
い
る

﹇
3
﹈「
私
の
写
真
」
は
、
初
出
『
白
紙
』
を
未
見
で
あ
る
た
め
本
文
の
比
較
は
で

き
な
い
が
、「
秋
の
写
真
」
と
の
初
出
題
名
が
『
詩
集
』
で
改
め
ら
れ
て
い
る
（
い
ず

れ
か
が
誤
植
の
可
能
性
も
あ
る
）。
同
じ
よ
う
に
『
詩
集
』
版
で
独
自
に
改
題
し
た
シ
ン

グ
ル
作
品
に
は
、
初
出
「
冬
の
詩
」（『
今
日
の
文
学
』）
を
改
題
し
た
﹇
42
﹈「
毎
年
土

を
か
ぶ
ら
せ
て
ね
」、
初
出
﹇
68
﹈「
指
間
の
花
」（『
呼
鈴
』）
を
改
題
し
た
﹇
69
﹈

「1.2.3.4.5

」
が
あ
る
。

『
詩
集
』
未
収
録
の
「
指
間
の
花
」
は
、
街
路
や
並
木
、
馬
が
駈
け
る
丘
、
キ
ャ
ベ

ツ
畑
と
、六
章
立
て
の
短
詩
が
脈
絡
な
く
連
続
し
て
い
く
。
二
章
全
文
を
引
用
す
る
。

べ
コ
ニ
ヤ
は
支
那
の
婦
人
の
靴
を
連
想
す
る
。
桃
色
の
小
さ
い
豊
か
な
花
弁
が

カ
ア
テ
ン
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
フ
レ
エ
ム
の
中
に
湿
つ
て
ゐ
る
。

並
木
の
下
で
少
女
は
緑
色
の
手
を
挙
げ
て
誰
か
を
呼
ん
で
ゐ
る
。
植
物
の
や
う

な
皮
膚
を
驚
い
て
見
て
ゐ
る
と
、
や
が
て
絹
の
手
袋
を
ぬ
い
だ
。（「
指
間
の
花
」

部
分
）

こ
こ
か
ら
後
半
部
分
を
抜
粋
、「
並
木
の
下
で
少
女
は
緑
色
の
手
を
挙
げ
て
ゐ

る
。
／
植
物
の
や
う
な
皮
膚
に
お
ど
ろ
い
て
、
見
る
と
や
が
て
絹
の
手
袋
を
脱
ぐ
。」

（
全
篇
）
と
改
め
た
の
が
、「1.2.3.4.5

」
で
あ
る
。

カ
ー
テ
ン
を
開
け
た
窓
枠
の
先
、
ベ
コ
ニ
ア
の
花
の
向
こ
う
の
並
木
の
下
で
、
少

女
が
誰
か
を
呼
ぶ
た
め
に
手
を
挙
げ
て
い
る
。
ど
こ
で
な
ぜ
と
い
っ
た
文
脈
が
改
作

後
は
全
て
切
り
取
ら
れ
た
。
文
脈
を
切
断
す
る
こ
と
で
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
と
し
て
の
強

度
を
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
ぬ
い
だ
」
か
ら
「
脱
ぐ
」
へ
時
制
を
変
化
、
ス
ト
ッ

プ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
時
間
と
動
作
を
止
め
て
一
枚
の
映
像
詩
に
変
換
し
て
い

る
。
ほ
ぼ
別
の
作
品
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
初
出
版
の
一
部
分
を
『
詩
集
』
で
抜
粋
す
る
大
胆
な
改
稿
が
な
さ
れ

た
例
と
し
て
は
、
初
出
版
全
三
章
の
う
ち
一
章
の
み
を
抜
粋
し
た
﹇
64
﹈「
花
」（『
カ

イ
エ
』）
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
『
詩
集
』
の
シ
ン
グ
ル
作
品
に
対
し
、
雑
誌
で
再
掲
さ
れ
何
ら
か

の
改
稿
が
施
さ
れ
た
詩
篇
が
四
〇
篇
前
後
あ
る
。
前
章
で
分
類
し
た
よ
う
に
、
そ
の

う
ち
直
近
の
再
掲
版
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
初
出
版
に
拠
っ
た
Ａ
群
ｄ
が
一
二
篇
。
直
近

の
再
々
掲
版
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
再
掲
版
に
拠
っ
た
Ａ
群
ｔ
が
二
篇
。
直
近
の
ヴ
ァ
リ

ア
ン
ト
を
反
映
す
る
と
い
う
「
覚
書
」
に
反
し
た
Ａ
群
に
対
し
、「
覚
書
」
通
り
に
直

近
の
再
掲
版
に
ほ
ぼ
拠
っ
た
Ｂ
群
が
二
〇
篇
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
初
出
版
と
再
掲
版
が
混
在
し
、
ま
た
は
そ
の
上
に
独

自
の
改
稿
が
施
さ
れ
た
複
雑
な
形
態
を
有
す
る
詩
篇
を
、
Ｃ
群
ｄ
（
ダ
ブ
ル
の
意
）
と

分
類
し
た
い
（『
詩
集
』
Ａ
群
〜
Ｄ
群
の
整
理
図
を
本
稿
「
む
す
び
に
か
え
て
」
に
掲
げ
た
）。

『
詩
集
』
掲
載
順
に
Ｃ
群
ｄ
該
当
詩
篇
は
、﹇
4
﹈「
朝
の
パ
ン
」（
初
出
『
文
芸
レ

ビ
ュ
ー
』
二
―
九
、
三
〇
年
一
〇
月
、
再
掲
『
詩
と
詩
論
』
一
二
、
三
一
年
六
月
）、﹇
10
﹈

「
緑
の
焔
」（
初
出
『
新
形
式
』
三
、
三
一
年
六
月
、再
掲
『
詩
と
詩
論
』
一
四
、
三
一
年
一
二

月
）、﹇
35
﹈「
眠
つ
て
ゐ
る
」（
初
出
『
文
芸
汎
論
』
二
―
一
二
、
三
二
年
一
二
月
、
再
掲

『
文
学
』
四
、
三
二
年
一
二
月
）、﹇
62
﹈「
果
実
の
午
後
」（
初
出
『
椎
の
木
』
三
―
六
、
三
四

年
六
月
、
再
掲
『
日
本
詩
壇
』
二
―
五
、
三
四
年
七
月
）、
編
者
が
年
代
不
明
と
し
た
巻
末

部
の
﹇
31
﹈「T

h
e street fair

」（
初
出
『
椎
の
木
』
一
―
一
〇
、
三
二
年
一
〇
月
、再
掲

『
行
動
』
一
―
三
、
三
三
年
一
二
月
）
の
五
篇
で
あ
る
。

Ｃ
群
ｄ
の
具
体
例
を
整
理
す
る
。﹇
4
﹈「
朝
の
パ
ン
」は
、初
出『
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
』

版
の
「
朝
の
麺
麭
」
で
は
な
く
、
再
掲
『
詩
と
詩
論
』
に
し
た
が
っ
た
題
名
だ
。
本
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82

文
も
基
本
的
に
再
掲
版
に
多
く
拠
る
が
、「
最
後
の
麺
麭
」
な
ど
数
か
所
は
初
出
版
の

表
現
が
見
ら
れ
る
。﹇
10
﹈「
緑
の
焔
」
も
初
出
・
再
掲
が
混
在
し
て
い
る
。

初
出
版
と
再
掲
版
の
混
在
以
上
の
独
自
の
改
稿
が
施
さ
れ
て
い
る
作
品
も
あ
る
。

﹇
35
﹈「
眠
つ
て
ゐ
る
」
は
、
初
出
の
『
文
芸
汎
論
』
版
を
主
と
し
つ
つ
、「
花
園
の
枯

れ
る
」
で
は
な
く
「
庭
園
の
枯
れ
る
」
と
再
掲
『
文
芸
汎
論
』
版
の
表
現
を
交
え
、

さ
ら
に
「
彼
女
は
不
似
合
な
金
の
環
を
も
つ
て
く
る
。」
と
、独
自
の
改
稿
が
施
さ
れ

て
い
る
。

﹇
31
﹈「T

h
e street fair

」
は
、例
え
ば
再
掲
『
行
動
』
版
の
「
道
も
な
く
星
も
な

い
／
花
も
咲
か
な
い
空
虚
な
街
。」
で
は
な
く
、「
道
も
な
く
星
も
な
い
空
虚
な
街
」

の
初
出
『
椎
の
木
』
版
に
数
か
所
拠
り
つ
つ
、「
時
を
殺
害
す
る
た
め
に
や
つ
て
来

る
」
と
再
掲
『
行
動
』
版
も
数
か
所
混
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
白
く
馬
が
這
ひ
あ

え
ぎ
ま
は
つ
て
ゐ
る
如
く
。」（
初
出
『
椎
の
木
』）
で
も
、「
白
い
馬
が
喘
ぎ
ま
は
つ
て

ゐ
る
如
く
」（
再
掲
『
行
動
』）
で
も
な
く
「
白
く
馬
が
あ
へ
ぎ
ま
は
つ
て
ゐ
る
如
く
」

と
『
詩
集
』
独
自
の
改
稿
が
な
さ
れ
、
加
え
て
初
出
・
再
掲
版
に
あ
っ
た
句
点
が
外

さ
れ
た
。

﹇
62
﹈「
果
実
の
午
後
」
は
、「
象
牙
のK

ey

を
」（
初
出
『
椎
の
木
』）
で
も
、「
象
牙

の
キ
イ
を
」（
再
掲
『
日
本
詩
壇
』）
で
も
な
く
、「
象
牙
の

キ
イ

を
」
と
『
詩
集
』
独
自
の

改
稿
が
確
認
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
『
詩
集
』
独
自
の
改
稿
部
分
が
含
ま
れ
る
詩
篇
を
、
本
稿
で
Ｃ
群

と
分
類
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
仮
名
遣
い
・
畳
字
の
処
理
な
ど
極
め
て
些
細

な
違
い
が
一
部
あ
る
の
み
と
判
断
し
た
詩
篇
は
、
独
自
の
「
改
稿
」
と
は
見
な
し
て

い
な
い
。
と
は
い
え
、
Ｃ
群
に
分
類
し
た
詩
篇
で
も
、
改
稿
で
は
な
く
単
な
る
誤
記
・

誤
植
で
あ
っ
た
り
、
編
者
に
よ
る
部
分
的
な
改
変
処
理
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。

同
時
に
二
章
で
言
及
し
た
よ
う
な
、
左
川
ち
か
自
身
が
椎
の
木
社
版
詩
集
の
た
め

準
備
し
始
め
て
い
た
一
部
の
整
理
稿
な
ど
関
連
資
料
が
、
本
人
ま
た
は
兄
川
崎
昇
や

百
田
宗
治
か
ら
伊
藤
整
の
手
元
に
渡
り
、『
詩
集
』
編
纂
に
反
映
さ
れ
た
と
い
う
可
能

性
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

評
伝
「
黒
い
天
鵞
絨
の
天
使　

左
川
ち
か
小
伝
」（
一
九
七
二
）
を
著
し
た
小
松
瑛

子
も
、『
詩
集
』
に
つ
い
て
「
お
そ
ら
く
、
作
品
の
原
稿
整
理
は
、
百
田
宗
治
の
す
す

め
も
あ
っ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る⑰
。

整
理
稿
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
詩
篇
と
し
て
、
例
え
ば
Ｃ
群
ｓ
の
﹇
63
﹈「
暗
い
歌
」

を
あ
げ
よ
う
。
初
出
は
『
日
本
詩
壇
』
二
―
五
（
三
四
年
七
月
）
で
、
既
述
し
た
よ
う

に
題
名
は
「
暗
い
唄
」
で
あ
っ
た
。
実
は
極
め
て
珍
し
い
こ
と
に
『
日
本
詩
壇
』
に

掲
載
さ
れ
た
直
筆
原
稿
が
現
存
し
て
い
る⑱
。
原
稿
と
雑
誌
版
の
字
句
に
全
く
相
違
は

な
い
。

「
覚
書
」
⑤
の
発
表
誌
一
覧
か
ら
『
日
本
詩
壇
』
は
漏
れ
て
い
る
。
編
者
の
手
元
に

掲
載
号
が
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
初
出
『
日
本
詩
壇
』
版
と
『
詩
集
』
版
を

次
に
全
文
引
用
す
る
。

　
　

暗
い
唄

咲
き
揃
つ
た
カ
ア
ペ
ツ
ト
の
上
を
、
／
二
匹
の
驢
馬
が
ト
ロ
ツ
コ
を
押
し
て
ゆ

く
。
／
静
か
に
ゆ
つ
く
り
と
／
奢
れ
る
花
び
ら
が
燃
え
て
ゐ
る
道
で
、
／
シ
ル

ク
の
羽
は
花
粉
に
染
り
。
／
彼
女
の
爪
先
が
ふ
れ
る
と
こ
ろ
は
／
白
い
虹
が
ゑ

が
か
れ
る
。　
　
（『
日
本
詩
壇
』、
傍
線
部
引
用
者
）

　
　

暗
い
歌

咲
き
揃
つ
た
新
し
い
カ
ア
ペ
ツ
ト
の
上
を
／
二
匹
の
驢
馬
が
ト
ロ
ツ
コ
を
押
し

て
行
く
／
静
か
に　

ゆ
つ
く
り
と
／
奢
れ
る
花
び
ら
が
燃
え
て
ゐ
る
道
で
／
シ

ル
ク
の
羽
は
花
粉
に
染
ま
り
／
彼
女
の
爪
先
が
ふ
れ
る
処
は
／
白
い
虹
が
ゑ
が
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昭
森
社
『
左
川
ち
か
詩
集
』（
一
九
三
六
）
の
書
誌
的
考
察

83

か
れ
る
。　
　
（『
詩
集
』、
傍
線
部
引
用
者
）

傍
線
部
七
か
所
の
相
違
点
が
あ
る
。
文
字
の
空
白
や
送
り
仮
名
の
処
理
な
ど
些
細

な
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
題
名
の
「
唄
」
が
「
歌
」
に
変
更
さ
れ
、
句
読
点
の
処
理

が
複
数
変
更
さ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
「
新
し
い
カ
ア
ペ
ツ
ト
の
上
を
」
と
形
容
詞
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
編
者
自
身
が
こ
れ
を
勝
手
に
改
変
し
た
と
い
う
よ
り
、『
日
本
詩

壇
』
版
で
は
な
い
原
稿
を
編
者
が
参
看
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
方
が
蓋

然
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
﹇
62
﹈「
果
実
の
午
後
」
も
『
日
本
詩
壇
』
同
号
の
初
出
で
あ
る
。
こ
れ
も
校

異
上
、
初
出
版
反
映
の
形
跡
に
乏
し
く
、
既
述
し
た
よ
う
に
「
象
牙
の

キ
イ

を
」
と
の

『
詩
集
』
独
自
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
冬
の
詩
」
か
ら
改
題
さ
れ
た
﹇
42
﹈「
毎
年
土
を
か
ぶ
ら
せ
て
ね
」、大
胆
に
抜
粋

さ
れ
た
﹇
64
﹈「
花
」
と
﹇
69
﹈「1.2.3.4.5

」
な
ど
も
、未
知
の
掲
載
誌
が
発
見
さ
れ

な
い
限
り
、
改
稿
さ
れ
た
本
人
の
原
稿
が
別
に
あ
っ
た
と
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
。ま

た
Ｃ
群
の
一
部
以
外
に
も
、結
果
と
し
て
雑
誌
版
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、

実
際
に
は
整
理
稿
に
拠
っ
た
詩
篇
が
存
在
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
左
川
ち
か
の

詩
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
初
出
・
再
掲
・
再
々
掲
と
繰
り
返
し
細
か
に
改
稿
す
る

詩
篇
ば
か
り
で
あ
る
。
推
敲
し
な
が
ら
改
稿
に
及
ば
な
か
っ
た
整
理
稿
が
そ
れ
ほ
ど

存
在
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

と
は
い
え
、
以
上
は
あ
く
ま
で
可
能
性
の
指
摘
に
過
ぎ
ず
、
あ
ま
り
過
大
評
価
は

で
き
な
い
。整
理
稿
や
直
接
の
編
纂
資
料
な
ど
の
現
物
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、

校
異
や
諸
状
況
か
ら
の
推
測
で
あ
る
。
確
証
に
乏
し
い
と
の
批
判
は
甘
受
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
改
稿
前
後
の
詩
篇
そ
の
も
の
の
内
容
検
討
を
含
め
、
今
後
の
調
査
研
究
の

進
展
に
委
ね
た
い
。

な
お
伊
藤
整
自
身
は
、
詩
集
出
版
の
際
に
詩
篇
を
改
稿
す
る
行
為
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
た
か
。
随
筆
「
詩
の
話
」（『
文
芸
通
信
』
三
―
九
、三
五
年
九
月
）
が
参
考
に

な
る
。
改
稿
は
「
初
恋
の
少
女
の
あ
ど
け
な
い
顔
に
隆
鼻
術
を
施
す
や
う
な
も
の
で

あ
る
」
と
例
え
る
。「
頭
の
中
に
定
着
し
た
詩
句
の
魅
力
は
、一
行
二
行
を
よ
り
美
し

く
妥
当
に
書
き
改
め
た
り
す
る
こ
と
と
は
全
然
比
較
す
る
こ
と
も
で
き
ぬ
、
絶
対
の

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
し
、詩
友
丸
山
薫
の
詩
集
『
幼
年
』（
四
季
社
、三
五
年
）
の

出
版
会
で
「
読
者
を
侮
辱
す
る
や
う
な
も
の
で
大
変
怪
し
か
ら
ぬ
」
と
批
判
し
た
と

記
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
三
五
年
夏
、
ボ
ン
書
店
の
鳥
羽
茂
に
第
二
詩
集
出
版
を
持
ち
か
け
ら
れ

た
こ
と
に
触
れ
、
詩
句
を
そ
ら
で
覚
え
る
よ
う
な
真
剣
な
読
者
は
自
分
に
は
い
な
い

の
で
あ
る
か
ら
「
校
正
刷
で
手
を
加
へ
る
で
あ
ら
う
」
と
吐
露
し
て
い
る
。
詩
集
名

『
杏
咲
く
村
』、
三
六
年
一
月
刊
行
予
定
と
し
て
、
雑
誌
『
詩
学
』
三
五
年
九
月
号
他

で
告
知
さ
れ
た
が
、書
店
側
の
事
情
で
実
現
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。『
冬
夜
』
と
改
題

し
た
第
二
詩
集
が
近
代
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
た
の
は
三
七
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。

「
詩
と
話
」
の
記
述
か
ら
既
に
「
自
分
の
詩
二
十
篇
ば
か
り
を
鳥
羽
君
に
渡
し
て
」

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
冬
夜
』
に
は
第
一
詩
集
『
雪
明
り
の
路
』（
椎
の
木
社
、
二
六

年
）
か
ら
再
録
し
た
一
〇
篇
を
除
き
、
二
三
篇
の
詩
篇
が
新
た
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
杏
の
村
』
に
収
録
予
定
だ
っ
た
詩
篇
は
不
明
だ
が
、『
冬
夜
』
の
単
行
本
初
収
録
詩

篇
の
数
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
実
際
に
『
冬
夜
』
で
は
詳
細
を
省
く
が
、「
海
の
捨

児
」「
い
ま
帰
れ
ば
」「
田
園
故
郷
を
失
ふ
」
な
ど
少
な
く
な
い
改
稿
が
施
さ
れ
て
い

る
。
詩
の
改
稿
を
め
ぐ
る
伊
藤
整
自
身
の
揺
れ
動
き
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

む
す
び
に
か
え
て　

『
詩
集
』
編
集
上
の
特
色
と
問
題
点
に
つ
い
て
、「
覚
書
」
を
中
心
に
校
異
を
踏
ま

え
検
証
し
た
。
雑
誌
掲
載
版
と
の
関
係
に
お
い
て
、
暫
定
的
に
『
詩
集
』
収
載
詩
篇

を
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。
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『
左
川
ち
か
詩
集
』
七
六
篇

◇
再
々
掲
版
ま
で
有
す
る
詩
（
ト
リ
プ
ル
）

↓

 
 

Ａ
群
ｔ
（
ほ
ぼ
再
掲
版
に
拠
る
）
二
篇　
「
覚
書
」
②
に
相
違

◇
初
出
版
と
再
掲
版
を
有
す
る
詩
（
ダ
ブ
ル
）

↓
 

 
Ａ
群
ｄ
（
ほ
ぼ
初
出
版
に
拠
る
）
一
二
篇　
「
覚
書
」
②
に
相
違

↓

 
 

Ｂ
群
（
ほ
ぼ
再
掲
版
に
拠
る
）
二
〇
篇　
「
覚
書
」
②
に
準
拠

↓

 
 

Ｃ
群
ｄ
（
初
出
版
と
再
掲
版
混
在
、『
詩
集
』
独
自
の
改
稿
）
五
篇

↓
未
分
類
（
雑
誌
未
見
）
四
篇⑲

◇
初
出
版
の
み
の
詩
（
シ
ン
グ
ル
）

↓

 
 

Ｃ
群
ｓ
（『
詩
集
』
独
自
の
改
稿
）
六
篇

↓

 
 

Ｄ
群
（
ほ
ぼ
初
出
版
に
拠
る
）
二
七
篇

覚
書
②
の
原
則
に
反
し
、
直
近
の
改
稿
版
を
反
映
し
て
い
な
い
Ａ
群
が
一
四
篇
。

原
則
に
準
拠
し
、直
近
の
改
稿
版
を
反
映
し
て
い
る
Ｂ
群
が
二
〇
篇
。『
詩
集
』
で
独

自
の
改
稿
が
施
さ
れ
た
Ｃ
群
が
一
一
篇
。
初
出
誌
一
回
の
み
の
作
品
で
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
反
映
す
る
Ｄ
群
が
二
七
篇
。
以
上
の
よ
う
に
、
収
録
詩
篇
の
数
々
が
多
様
な
形
態

を
と
り
な
が
ら
混
在
し
て
い
る
状
況
が
指
摘
で
き
よ
う
。
生
前
の
詩
人
の
作
品
（
雑

誌
掲
載
版
）
と
の
関
係
に
お
い
て
、書
誌
学
的
に
も
極
め
て
慎
重
な
取
り
扱
い
を
要
す

る
テ
ク
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

編
集
実
態
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
れ
で
も
『
詩
集
』
は

雑
誌
資
料
の
欠
落
が
目
立
ち
、「
覚
書
」
の
編
纂
方
針
が
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、
整
理

稿
の
存
在
は
一
部
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
詩
人
の
直
近
の
改
稿
版
を
十
全
に
反
映
し

て
は
い
な
い
と
暫
定
的
に
結
論
で
き
る
。

か
よ
う
に
遺
漏
の
目
立
つ
編
纂
が
な
ぜ
な
さ
れ
た
か
。
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
百

田
宗
治
か
ら
編
者
が
交
代
し
た
こ
と
に
伴
う
混
乱
も
あ
ろ
う
。
一
般
に
刊
行
時
期
の

遅
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
な
い
遺
稿
集
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
問
題
も
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
整
の
動
向
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

三
六
年
一
月
に
ち
か
が
死
去
し
た
後
、
三
月
に
転
居
。
四
月
に
ロ
レ
ン
ス
『
恋
愛

論
』
翻
訳
刊
行
。
五
月
に
小
説
「
浪
の
響
の
な
か
で
」
発
表
。
か
つ
て
の
読
者
高
山

タ
ミ
と
の
過
去
を
激
し
く
糾
弾
さ
れ
、
家
庭
争
議
を
抱
え
な
が
ら
、
一
年
以
上
に
及

ん
だ
相
手
方
と
の
や
り
取
り
が
続
い
て
い
た
。
六
月
に
妹
優
を
見
舞
い
帰
郷
す
る
も

一
〇
月
に
病
死
。
一
一
月
に
高
山
タ
ミ
死
去
。
秋
冬
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
再
読
や
中

編
小
説
「
幽
鬼
の
街
」
構
想
執
筆
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
ち
か
の
一

周
忌
前
、
三
六
年
一
一
月
に
『
詩
集
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
公
私
と
も
に
余
裕
の

な
い
状
態
で
資
料
整
理
と
編
集
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
酌
量
す
べ
き
事
情
が
あ
っ
た

可
能
性
は
あ
る
。

も
っ
と
も
編
者
の
関
与
の
あ
り
方
も
異
な
る
当
時
の
遺
稿
集
に
、
現
代
の
編
集
水

準
を
求
め
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
二
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
一

人
の
女
性
が
遺
し
た
言
葉
を
、
時
間
的
に
制
限
さ
れ
た
遺
稿
詩
集
と
い
う
か
た
ち
で

も
今
に
残
し
た
こ
と
、
そ
の
意
義
は
十
二
分
に
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
詩
人
の
声
を
伝
え
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
強
度
を
現
在

も
『
詩
集
』
が
持
ち
得
る
だ
ろ
う
か
。

左
川
ち
か
が
文
学
史
上
、
現
代
詩
の
起
点
と
な
る
詩
人
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
近
年
に
あ
っ
て
も
、
多
く
の
論
者
は
そ
の
詩
を
扱
う
際
、『
詩
集
』
も
し
く
は

『
詩
集
』
を
底
本
と
し
た
テ
ク
ス
ト
に
依
拠
し
て
き
た
が
、慎
重
な
史
料
批
判
は
不
可

欠
で
あ
る
。
個
別
の
詩
篇
に
関
し
て
も
初
出
版
、
再
掲
版
、『
詩
集
』
版
と
の
連
続
と

差
異
を
踏
ま
え
る
視
点
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
少
な
く
と
も
、『
詩
集
』
ま
た
は
『
詩

集
』
を
底
本
と
す
る
従
来
の
単
行
本
を
無
批
判
に
用
い
る
こ
と
は
、
詩
人
の
営
為
に

対
し
て
誠
実
な
研
究
態
度
と
は
い
え
ま
い
。

そ
も
そ
も
左
川
ち
か
の
詩
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
の
多
さ
を
ど
う
考
え
る
か
。
具
体
的

な
表
現
と
内
容
に
踏
み
込
む
余
裕
は
本
稿
に
な
い
が
、
見
通
し
を
い
え
ば
、
詩
人
の
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度
重
な
る
推
敲
そ
れ
自
体
が
、
単
な
る
字
句
の
修
正
に
と
ど
ま
ら
ず
、
創
作
的
な
試

み
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
五
章
で
言
及
し
た
﹇
68
﹈「
指
間
の

花
」
に
対
す
る
﹇
69
﹈「1.2.3.4.5

」
の
他
に
、﹇
35
﹈「
眠
つ
て
ゐ
る
」﹇
27
﹈「
神
秘
」

﹇
24
﹈「
白
と
黒
」﹇
28
﹈「
夢
」﹇
33
﹈「T

h
e m

ad h
ou

se

」
の
五
篇
に
対
す
る
﹇
38
﹈

「
睡
眠
期
」。﹇
13
﹈「
死
の
髯
」
に
対
す
る
﹇
21
﹈「
幻
の
家
」。﹇
83
﹈「
海
の
捨
子
」

に
対
す
る
﹇
86
﹈「
海
の
天
使
」
な
ど
が
、
各
々
自
律
的
な
関
係
を
持
つ
改
作
詩
と

な
っ
て
い
る
点
で
典
型
例
と
考
え
る⑳
。

絶
え
間
な
く
改
稿
を
続
け
た
宮
沢
賢
治
作
品
が
、「
幾
重
に
も
わ
た
る
手
入
れ
・
書

直
し
・
改
作
等
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
た
ど
り
得
る
各
々
の
段

階
の
形
態
は
、
単
な
る
『
完
成
へ
の
過
渡
的
形
態
』
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
義
を
有
し

て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に㉑
、
左
川
ち
か
に
あ
っ
て
も
推
敲
後
の
詩
は
、
文
脈

や
時
制
を
微
妙
に
異
に
し
、各
々
が
別
の
詩
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

稿
者
は
二
〇
一
九
年
秋
、
市
立
小
樽
文
学
館
で
開
催
さ
れ
た
「
歿
後
五
〇
年　

伊

藤
整
と
北
海
道
展
」
で
、
遺
族
所
蔵
の
伊
藤
整
の
初
期
詩
稿
、
詩
集
『
雪
明
り
の
路
』

の
原
稿
を
実
見
し
た
が
、
相
当
に
朱
を
入
れ
て
い
る
。
今
後
、
生
成
す
る
テ
ク
ス
ト

と
い
う
視
点
で
、
伊
藤
整
詩
篇
の
改
稿
を
原
稿
レ
ベ
ル
か
ら
検
証
す
る
動
き
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い㉒
。

左
川
ち
か
は
、
一
篇
の
詩
の
絶
え
ま
な
い
改
稿
改
作
を
通
じ
、
繊
細
大
胆
に
違
え

る
詩
的
世
界
の
表
現
に
挑
戦
し
続
け
た
詩
人
で
は
な
か
っ
た
か
。
伊
藤
整
が
編
纂
し

た
『
左
川
ち
か
詩
集
』
は
、
か
か
る
多
彩
な
詩
の
一
断
面
を
切
り
取
っ
た
も
の
に
過

ぎ
な
い
。
詩
篇
変
貌
の
未
完
の
可
能
性
を
探
る
上
で
、
書
誌
・
校
異
研
究
が
有
す
る

意
義
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
の
で
あ
る
。

注①　
普
及
版
・
特
製
版
と
も
に
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
図
書
館
送
信
資
料

と
し
て
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
。

②　
「
一
月
八マ
マ

日
に
物
故
し
た
椎
の
木
社
同
人
左
川
ち
か
の
遺
稿
詩
集
を
、
近
く
椎
の
木

社
か
ら
刊
行
す
る
。
編
纂
者
伊
藤
整
。（
後
略
）」
と
『
詩
集
』
の
予
約
告
知
文
に
あ
る

（『
椎
の
木
』
五
‐
二
、
一
九
三
六
年
二
月
、五
三
頁
）。
無
署
名
の
告
知
文
で
あ
る
が
、

百
田
宗
治
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

③　
「
刊
行
者
は
伊
藤
整
で
あ
る
」
と
、
川
崎
昇
が
小
松
瑛
子
に
直
接
語
っ
て
い
る
（
小

松
瑛
子
「
黒
い
天
鵞
絨
の
天
使
―
左
川
ち
か
小
伝
―
」『
北
方
文
芸
』
五
巻
一
一
号
、

一
九
七
二
年
一
一
月
、
九
九
頁
／
日
本
大
学
藝
術
学
部
『
江
古
田
文
学
』
六
三
号
、

二
〇
〇
六
年
一
一
月
に
再
録
）、
同
「
評
論
左
川
ち
か
の
詩
の
形
成
」『
小
樽
詩
話
会
』

一
九
九
九
年
一
二
月
号
、
六
七
頁
）。
ち
か
の
詩
友
江
間
章
子
も
「
編
集
者
の
名
は
伊

藤
整
で
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
江
間
章
子
「
詩
人
と
し
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
た

女
性　

<

ポ
エ
ジ
ー>

と
い
う
ケ
ー
プ
を
肩
に
か
け
て
逝
く
」（『
図
書
新
聞
』

一
九
八
四
年
一
月
一
日
）。

④　

島
田
龍
「
左
川
ち
か
研
究
史
論
―
附
左
川
ち
か
関
連
文
献
目
録
増
補
版
」（『
立
命
館

大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
一
一
五
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）、
同
「
詩
人
の
誕
生

―
初
期
伊
藤
整
文
学
と
川
崎
昇
・
左
川
ち
か
兄
妹
」（『
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所

紀
要
』
一
一
八
号
、
二
〇
一
九
年
一
月
）、
同
「
海
の
詩
人　

伊
藤
整
と
左
川
ち
か
―

「
海
の
捨
児
」
か
ら
「
海
の
天
使
」
へ
―
」（『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
三
五
号
、

二
〇
一
九
年
一
月
）、
同
「
左
川
ち
か
年
譜
稿
」（『
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀

要
』
一
二
二
号
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）

⑤　

二
人
の
個
人
的
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
曾
根
博
義
『
伝
記
・
伊
藤
整　

詩
人
の
肖

像
』（
六
興
出
版
、
一
九
七
七
年
）、
川
西
政
明
「
伊
藤
整
の
性
と
愛
」（『
新
・
日
本
文

壇
史
』
五
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）、
島
田
龍
前
掲
「
左
川
ち
か
年
譜
稿
」
参
照
。

⑥　
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』「
学
界
教
育
界
の
動
向
」（
一
九
八
一
年
八
月
号
、

一
七
三
頁
）
に
題
名
等
の
記
載
が
あ
る
が
、発
表
者
名
は
な
い
。
中
央
大
学
国
文
学
研

究
室
提
供
の
川
崎
浩
典
（
中
央
大
法
学
部
生
）
レ
ジ
ュ
メ
に
は
、『
詩
集
』「
左
川
ち
か

詩
集
覚
え
書
―
刊
行
者
」、ち
か
の
「
夏
の
を
は
り
」
と
「
季
節
」、「
死
の
髯
」
と
「
幻

の
家
」
と
い
う
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
、整
の
「
海
の
捨
児
」
と
ち
か
の
「
海
の
捨
子
」
な
ど

が
資
料
添
付
さ
れ
て
い
る
。

⑦　

島
田
龍
「
左
川
ち
か
を
探
し
て
（
1
）「
硝
子
の
道
」
と
藤
村
青
一
「
淡
水
と
気
温
」」

（『
螺
旋
の
器
』
二
、
森
開
社
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

⑧　

百
田
宗
治
「
左
川
ち
か
の
死
」（『
椎
の
木
』
五
冊
二
年
、
一
九
三
六
年
二
月
）、
同
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「
夭
折
し
た
女
詩
人
左
川
ち
か
」（『
目au

gen

』
一
九
三
六
年
一
一
月
号
／
「
詩
集
の

あ
と
へ
」
と
改
題
し
『
左
川
ち
か
詩
集
』
に
再
録
／
「
左
川
ち
か
の
こ
と
」
と
改
題
し

『
私
の
綴
方
帖
』
に
再
々
録
、
大
和
出
版
社
、
一
九
四
二
年
／
『
爐
邊
詩
話
』
柏
葉
書

院
、
一
九
四
六
年
で
内
容
増
補
し
再
々
々
録
）。
引
用
は
「
詩
集
の
あ
と
へ
」
一
六
三

頁
。

⑨　

ち
か
を
見
舞
っ
た
妻
貞
子
か
ら
病
状
を
聞
い
て
い
た
こ
と
は
、
ち
か
の
病
床
日
記

（
一
一
月
二
日
）
や
百
田
「
詩
集
の
あ
と
へ
」
か
ら
確
認
で
き
る
。

⑩　

曾
根
博
義
前
掲
『
伝
記
・
伊
藤
整
』
五
三
〇
頁
。
引
用
は
百
田
宗
治
前
掲
「
詩
集
の

あ
と
へ
」
一
六
三
頁
。

⑪　

初
出
は
『
椎
の
木
』
五
―
三
（
一
九
三
六
年
三
月
）。
無
署
名
。
川
崎
昇
が
協
力
し

た
小
野
夕
馥
・
曾
根
博
義
・
川
崎
浩
典
編
『
左
川
ち
か
全
詩
集
』（
昭
森
社
、
一
九
八
三

年
）「
解
題
」
に
「
左
川
ち
か
小
伝
」
は
川
崎
昇
編
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
二
六
〇
頁
。

⑫　
『
稀
覯
本
の
世
界
』https://kikou

bon
.com

/sh
oi.h

tm

最
終
閲
覧
日
二
〇
二
〇
年

七
月
二
五
日

⑬　

島
田
龍
前
掲
「
詩
人
の
誕
生
」、
同
「
左
川
ち
か
年
譜
稿
」

⑭　

島
田
龍
前
掲
「
海
の
詩
人
」

⑮　

曽
根
博
義
「
伊
藤
整
の
出
発
―
詩
人
と
し
て
の
恋
愛
体
験
―
」（『
文
芸
四
季
』
一
、

一
九
七
四
年
一
一
月
）、
小
松
瑛
子
「
海
の
天
使
左
川
ち
か
の
詩
」（『
ラ
・
メ
ー
ル
』

一
、
一
九
八
三
年
七
月
）、
川
西
政
明
「
伊
藤
整
の
性
と
愛
」（『
新
・
日
本
文
壇
史
五
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）

⑯　

島
田
龍
「
詩
人
の
終
焉
―
〈
詩
と
の
わ
か
れ
〉
と
伊
藤
整
、「
浪
の
響
の
な
か
で
」

か
ら
『
左
川
ち
か
詩
集
』（
一
九
三
六
）
へ
」（「
文
学
史
を
読
み
か
え
る
」
研
究
会
編

『
文
学
史
を
読
み
か
え
る
・
論
集
三
』
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）

⑰　

小
松
瑛
子
前
掲
「
黒
い
天
鵞
絨
の
天
使
」
九
九
頁
。

⑱　

青
木
正
美
氏
旧
蔵
。
保
昌
正
夫
監
修
・
青
木
正
美
解
説
『
近
代
詩
人
・
歌
人
自
筆
原

稿
集
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
稿
の

行
方
に
関
し
て
は
、内
堀
弘
「
下
町
の
古
本
屋
の
懸
命
な
好
奇
心　

独
学
の
意
欲
が
あ

れ
ば
古
書
の
世
界
は
一
生
学
校
だ
」（『
図
書
新
聞
』
二
〇
一
九
年
一
〇
月
五
日
）
に
詳

し
い
。

⑲　

以
下
の
四
篇
は
稿
者
未
見
の
雑
誌
が
あ
る
た
め
判
断
を
保
留
し
た
。﹇
8
﹈「
錆
び
た

ナ
イ
フ
」（
初
出『
白
紙
』一
三
、
三
一
年
四
月
・
未
見
、再
掲『
詩
と
詩
論
』一
二
、
三
一

年
六
月
）、﹇
45
﹈「
雪
の
門
」（
初
出
『
海
盤
車
』
二
―
八
、
三
三
年
四
月
・
未
見
、
再

掲
『
行
動
』
一
―
三
、
三
三
年
一
二
月
）、﹇
50
﹈「
む
か
し
の
花
」（
初
出
『
新
人
早
稲

田
』
一
―
四
、
三
三
年
六
月
・
未
見
、
再
掲
『
椎
の
木
』
二
―
九
、
三
三
年
九
月
）、

﹇
65
﹈「
午
後
」（
掲
載
誌
不
明
、『
書
帷
』
三
四
年
七
月
〜
九
月
号
頃
か
・
未
見
）。

⑳　

改
稿
以
前
と
以
後
で
異
な
る
詩
情
に
変
貌
す
る
作
品
に
つ
い
て
は
、「
海
の
捨
子
」

「
海
の
天
使
」
を
助
詞
の
変
化
な
ど
か
ら
考
察
し
た
島
田
龍
前
掲
「
海
の
詩
人
」、「
死

の
髯
」「
幻
の
家
」
を
論
じ
た
戸
塚
学
「
女
た
ち
の
モ
ダ
ニ
テ
ィ
二　

左
川
ち
か
「
死

の
髯
」「
言
葉
」
―
世
界
を
二
重
化
す
る
言
葉
」（『
奏
』
三
八
、
二
〇
一
九
・
六
）
も

参
照
さ
れ
た
い
。

㉑　
『
新
・
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』「
凡
例
」（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
〜
二
〇
〇
九
年
）

㉒　

小
説
に
関
し
て
は
近
年
、
飯
島
洋
が
一
連
の
研
究
で
、
初
期
小
説
以
来
の
草
稿
・
雑

誌
初
出
稿
か
ら
改
稿
版
に
至
る
ま
で
現
存
原
稿
を
資
料
に
、生
成
す
る
テ
ク
ス
ト
論
を

展
開
し
て
い
る
。
飯
島
の
近
稿
に
「
伊
藤
整
『
発
掘
』
の
原
稿
に
つ
い
て
―
人
間
認
識

の
転
回
―
」（『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌　

資
料
探
索
』
一
五
、二
〇
二
〇
年
三
月
）、「
伊

藤
整
「
灯
を
め
ぐ
る
虫
」
に
お
け
る
〈
仮
面
紳
士
〉
―
原
稿
に
み
る
理
論
の
投
影
」

（『
近
代
文
学
資
料
研
究
』
三
、二
〇
二
〇
年
三
月
）
が
あ
る
。

謝
辞　

川
崎
浩
典
氏
に
よ
る
学
会
報
告
の
記
録
調
査
と
資
料
を
提
供
し
て
頂
い
た
、

中
央
大
学
国
文
学
研
究
室
関
係
者
の
方
々
を
始
め
、
お
力
添
え
頂
い
た
皆
様
に
深
く

謝
意
を
表
し
た
い
。

（
本
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
員　

lh041958@
gm

ail.com

）
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『
左
川
ち
か
詩
集
』
校
異

凡
例

一
、  

雑
誌
・
書
籍
発
行
日
は
例
え
ば
一
九
三
〇
年
一
月
の
場
合
、
三
〇
〇
一
と
略

し
た
。

一
、  『
左
川
ち
か
詩
集
』
を
【
詩
集
】、そ
の
他
雑
誌
等
を
適
宜
略
し
た
。
例
：『
ヴ
ァ

リ
エ
テ
』【
ヴ
ァ
】

一
、
詩
篇
の
校
異
は
『
詩
集
』
の
配
列
順
に
列
記
し
た
。

一
、  

各
詩
篇
の
﹇　

﹈
内
に
作
品
番
号
を
付
し
た
。
一
覧
は
本
文
「
一
、
ち
か
の

詩
篇
一
覧
」
参
照
。

一
、  【　

】
上
部
の
数
字
は
『
詩
集
』
で
の
詩
行
を
示
し
、異
同
詩
行
を
抜
き
出
し

た
。

一
、
※
は
そ
の
他
の
注
記
で
あ
る
。

一
、  

⬇
は
編
者
（
伊
藤
整
）
の
採
用
し
た
テ
キ
ス
ト
や
編
纂
態
度
の
推
定
で
あ
る
。

雑
誌
に
三
度
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
『
詩
集
』「
覚
書
」
に
反
し
、直
近
の
再
々

掲
版
に
拠
っ
て
い
な
い
詩
篇
を
Ａ
群
ｔ
。
雑
誌
に
二
度
掲
載
さ
れ
た
作
品
で

「
覚
書
」
に
反
し
、直
近
の
再
掲
版
に
拠
ら
ず
初
出
版
に
ほ
ぼ
拠
っ
た
詩
篇
を

Ａ
群
ｄ
。
逆
に
「
覚
書
」
に
準
拠
し
、
直
近
の
再
掲
版
に
ほ
ぼ
拠
っ
た
と
判

断
で
き
る
詩
篇
を
Ｂ
群
。
初
出
版
と
再
掲
版
が
混
在
、ま
た
は
そ
の
上
に
『
詩

集
』独
自
の
改
稿
が
認
め
ら
れ
る
詩
篇
を
Ｃ
群
ｄ
。
雑
誌
に
一
度
掲
載
さ
れ
た

作
品
で
『
詩
集
』
独
自
の
改
稿
が
認
め
ら
れ
る
詩
篇
を
Ｃ
群
ｓ
。
雑
誌
に
一
度

掲
載
さ
れ
た
作
品
で
初
出
版
に
ほ
ぼ
拠
っ
た
と
判
断
で
き
る
詩
篇
を
Ｄ
群
と

略
記
し
た
。
未
見
の
雑
誌
を
含
む
詩
篇
は
判
断
を
保
留
し
未
と
略
記
し
た
。

一
、  

生
前
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
越
佐
詩
人
協
会
編
『
越
佐
詩
歌
集
』

（
一
九
三
〇
）、
百
田
宗
治
編
『
詩
抄
』
一
（
椎
の
木
社
、
一
九
三
三
）
は
、
初
出

版
・
再
掲
版
の
検
討
対
象
か
ら
外
し
、
校
異
の
参
考
資
料
扱
い
に
と
ど
め
た
。

【
一
九
三
〇
〜
三
一
年
初
出
詩
】

﹇
2
﹈「
昆
虫
」『
ヴ
ァ
リ
エ
テ
』
一
（
三
〇
〇
八
）

3
【
ヴ
ァ
】
衣
裳
を
裏
返
へ
し
て
、

　

 

【
詩
集
】
衣
裳
を
裏
返
し
て
、

5
【
ヴ
ァ
】
私
は
い
ま
痣
を
乾
す
。

　

 

【
詩
集
】
私
は
い
ま
殻
を
乾
す
。

※
『
ヴ
ァ
リ
エ
テ
』
原
文
は
横
組
み

⬇
「
痣
↓
殻
」
は
編
者
の
独
断
と
い
う
よ
り
整
理
稿
に
拠
る
か
。
Ｃ
群
ｓ

﹇
4
﹈「
朝
の
パ
ン
」『
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
』
二
―
九
（「
朝
の
麺
麭
」
三
〇
一
〇
）、『
詩
と

詩
論
』
一
二
（
改
題
「
朝
の
パ
ン
」
三
一
〇
六
）、百
田
宗
治
編
『
詩
抄
』
一
（
三
三
〇
三
）

　

 

【
文
芸
】
題
名
「
朝
の
麺
麭
」

　

 

【
詩
論
】【
詩
抄
】【
詩
集
】
改
題
「
朝
の
パ
ン
」

1
【
文
芸
】
幾
人
も
の
友
達

　

 

【
詩
論
】【
詩
抄
】【
詩
集
】
幾
人
も
の
友
等

3
【
文
芸
】【
詩
抄
】
シ
ル
ク
ハ
ツ
ト

　

 

【
詩
論
】【
詩
集
】
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト

4
【
文
芸
】
か
ゝ
へ
て
。

　

 

【
詩
論
】【
詩
抄
】【
詩
集
】
か
か
へ
て
。

6
【
文
芸
】
遂
に
私
も

　
 

【
詩
論
】【
詩
抄
】【
詩
集
】
つ
ひ
に
私
も

7
【
文
芸
】【
詩
論
】
男
等
の

　

 
【
詩
抄
】
男
ら
の

　

 

【
詩
集
】
男
等
の

8
【
文
芸
】
一
群
が
溺
死
し
て
ゐ
る
。
彼
等
の
衣
服
が

　

 

【
詩
論
】
一
群
が
溺
死
し
て
ゐ
る
。
／
彼
等
の
衣
服
が
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【
詩
抄
】
一
群
が
溺
死
し
て
ゐ
る
。
／
彼
ら
の
衣
服
が

　
 

【
詩
集
】
一
群
が
溺
死
し
て
ゐ
る
。
／
彼
等
の
衣
服
が

10
【
文
芸
】
最
後
の
麺
麭

　

 

【
詩
論
】【
詩
抄
】
最
後
の
パ
ン

　

 

【
詩
集
】
最
後
の
麺
麭

※
【
詩
抄
】
で
は
一
行
目
と
二
行
目
の
間
に
一
行
空
き
な
し
。

⬇  

『
詩
と
試
論
』版
と『
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
』版
が
混
在
。整
理
稿
に
拠
る
か
。Ｃ
群
ｄ

﹇
3
﹈「
私
の
写
真
」『
白
紙
』
一
一
（
三
〇
一
〇
）

【
白
紙
】
題
名
「
秋
の
写
真
」

【
詩
集
】
改
題
「
私
の
写
真
」

※
【
白
紙
】
本
文
未
見
。

⬇
改
題
は
『
詩
集
』
の
誤
植
か
、
編
者
の
独
断
か
、
整
理
稿
か
。
Ｃ
群
ｓ

﹇
8
﹈「
錆
び
た
ナ
イ
フ
」『
白
紙
』
一
三
（
三
一
〇
四
）、『
詩
と
詩
論
』
一
二
（
三
一
〇
六
）

2
【
詩
論
】
釣
り
下
が
る
。

【
詩
集
】
吊
り
下
が
る
。

6
【
詩
論
】
奪
ひ
去
る
よ
う
に

【
詩
集
】
奪
ひ
去
る
や
う
に

※
【
白
紙
】
本
文
未
見
。
未

﹇
7
﹈「
黒
い
空
気
」『
今
日
の
詩
』
五
（
三
一
〇
四
）、『
詩
と
詩
論
』
一
二
（
三
一
〇
六
）

2
【
今
日
】
水
の
中
で

【
詩
論
】【
詩
集
】
水
の
中
で
は

3
【
今
日
】
樹
の
上
か
ら
下
り
て
来
て

【
試
論
】
木
の
上
か
ら
降
り
て
来
て

【
詩
集
】
樹
の
上
か
ら
降
り
て
来
て

3
【
今
日
】
と
り
ま
く
。
／
森
林
や
窓
硝
子
が

【
詩
論
】【
詩
集
】
と
り
ま
く
。
林
や
窓
硝
子
は

4
【
今
日
】
夜
が
完
全
に
ひ
ろ
が
る
。
／
乗
合
自
動
車
が

【
詩
論
】【
詩
集
】
夜
は
完
全
に
ひ
ろ
が
つ
た
。
乗
合
自
動
車
は

6
【
今
日
】
感
情
が
街
ぢ
う
を
踊
り
ま
は
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
感
情
は
街
中
を
踊
り
ま
は
る

⬇
ほ
ぼ
『
詩
と
詩
論
』
版
に
拠
り
つ
つ
、
三
行
目
は
漢
字
を
改
め
る
。
Ｂ
群

﹇
9
﹈「
雪
が
降
つ
て
ゐ
る
」『
新
形
式
』
二
（「
雪
が
降
る
」
三
一
〇
五
）、『
詩
と
詩
論
』

一
二
（
改
題
「
雪
が
降
つ
て
ゐ
る
」
三
一
〇
六
）

【
新
形
式
】
題
名
「
雪
が
降
る
」

【
詩
論
】【
詩
集
】
改
題
「
雪
が
降
つ
て
ゐ
る
」

2
【
新
形
式
】【
詩
論
】
い
た
ず
ら
な

【
詩
集
】
い
た
づ
ら
な

2
【
新
形
式
】
ス
テ
ツ
プ

【
詩
論
】【
詩
集
】
ス
テ
ッ
プ

5
【
新
形
式
】
私
の
指
に
し
の
び
よ
る

【
詩
論
】
屋
根
裏
を
静
に
這
つ
て
ゐ
る
。
私
の
指
を
か
じ
つ
て
ゐ
る
。
気
づ
か

は
し
さ
う
に
。

【
詩
集
】
屋
根
裏
を
静
か
に
這
つ
て
ゐ
る
。
私
の
指
を
か
じ
つ
て
ゐ
る
。
気
づ

か
は
し
さ
う
に
。

6
【
新
形
式
】
夜
の
十
二
時

【
詩
論
】【
詩
集
】
夜
十
二
時

6
【
新
形
式
】
背
中
を
向
け
て

【
詩
論
】【
詩
集
】
背
部
を
む
け
て
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8
【
新
形
式
】
時
間
が
埋
め
ら
れ
、
地
上
は
貪
つ
て
ゐ
る
よ
う
に
見
え
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
時
間
は
埋
め
ら
れ
、
地
上
は
貪
つ
て
ゐ
る
。

※
【
新
形
式
】
は
後
ろ
二
行
以
外
句
点
な
し
。

⬇
ほ
ぼ
『
詩
と
詩
論
』
版
に
拠
り
つ
つ
、
五
行
目
は
送
り
仮
名
を
改
め
る
。
Ｂ
群

﹇
10
﹈「
緑
の
焔
」『
新
形
式
』
三
（
三
一
〇
六
）、『
詩
と
詩
論
』
一
四
（
三
一
一
二
）

6
【
新
形
式
】
髪
毛

【
詩
論
】【
詩
集
】
髪
の
毛

7
【
新
形
式
】
塗
り
か
へ
る

【
詩
論
】【
詩
集
】
塗
る

7
【
新
形
式
】
霧
の
や
う
に

【
詩
論
】
霜
の
や
う
に

【
詩
集
】
霧
の
や
う
に

11
【
新
形
式
】【
詩
論
】
さ
え
ぎ
る

【
詩
集
】
さ
へ
ぎ
る

12
【
新
形
式
】
く
ぐ
つ
て

【
詩
論
】
く
ゞ
つ
て

【
詩
集
】
く
ぐ
つ
て

19
【
新
形
式
】
忘
却
の
穴
の
中
へ

【
詩
論
】
忘
却
の
穴
へ

【
詩
集
】
忘
却
の
穴
の
中
へ

20
【
新
形
式
】【
詩
論
】
話
か
け
る
こ
と
も

【
詩
集
】
話
し
か
け
る
こ
と
も

21
【
新
形
式
】
眼
は
緑
色
に
染
つ
て
ゐ
る　

信
じ
る
こ
と
が

【
詩
論
】
眼
は
緑
に
染
め
ら
れ
信
じ
る
こ
と
が

【
詩
集
】
眼
は
緑
色
に
染
ま
つ
て
ゐ
る　

信
じ
る
こ
と
が

23
【
新
形
式
】【
詩
論
】
誰
か
？
／
私
を
睡
眠
へ

【
詩
集
】
誰
か
？
私
を
睡
眠
へ

※
『
詩
論
』
に
は
句
読
点
あ
り
。

⬇
『
新
形
式
』
版
と
『
詩
論
』
版
や
改
行
・
句
読
点
の
異
同
が
混
在
し
て
お
り
、

整
理
稿
に
拠
る
か
。
Ｃ
群
ｄ

﹇
6
﹈「
出
発
」『
今
日
の
詩
』
三
（
三
一
〇
二
）、『
詩
と
詩
論
』
一
二
（
三
一
〇
六
）

1
【
今
日
】
夜
の
口
が
開
く
。
森
と
時
計
台
が

【
詩
論
】【
詩
集
】
夜
の
口
が
開
く
森
や
時
計
台
が

3
【
今
日
】
音
楽
の
一
片
に
、
自
動
車
や
白
い
ス
カ
ア
ツ
に

【
詩
論
】【
詩
集
】
音
楽
の
一
片
に
自
動
車
や
ス
カ
ァ
ツ
に

4
【
今
日
】
切
ら
れ
て
飾
窓
に
飛
び
込
む

【
詩
論
】【
詩
集
】
切
り
鋏
ま
れ
て
飾
窓
の
中
へ
飛
び
込
む
。

5
【
今
日
】
朝
を
匂
は
せ
る

【
詩
論
】【
詩
集
】
朝
を
匂
は
す
。

6
【
今
日
】
そ
こ
で
も
太
陽
は
青
い
ろ
に
数
を
増
す

【
詩
論
】【
詩
集
】
太
陽
は
そ
こ
で
も
青
色
に
数
を
ま
す
。

7
【
今
日
】
輪
を
投
げ
る

【
詩
論
】【
詩
論
】
輪
を
投
げ
る
。

8
【
今
日
】
太
陽
を
捕
え
る
た
め
に
。

【
詩
論
】
太
陽
等
を
捕
え
る
た
め
に
。

【
詩
集
】
太
陽
等
を
捕
へ
る
た
め
に
。

※
【
今
日
】
は
横
組
み
。

※
六
行
目
と
七
行
目
、【
今
日
】【
詩
集
】
は
一
行
空
き
、【
詩
論
】
は
二
行
空
き
。

⬇
ほ
ぼ
『
詩
と
詩
論
』
版
に
拠
る
が
、
前
後
の
配
列
順
か
ら
『
今
日
の
詩
』
を
編

者
は
落
と
し
た
可
能
性
。
Ｂ
群
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﹇
1
﹈「
青
い
馬
」『
白
紙
』
一
〇
（
三
〇
〇
八
）、『
越
佐
詩
歌
集
』（
三
〇
一
二
）、『
詩

と
詩
論
』
一
二
（
三
一
〇
六
）

4
【
白
紙
】【
越
佐
】
テ
ラ
ス
の
お
客
達
は
あ
ん
な
に
レ
ガ
レ
ツ
ト
を

【
詩
論
】【
詩
集
】
テ
ラ
ス
の
客
等
は
あ
ん
な
に
シ
ガ
レ
ッ
ト
を

5
【
白
紙
】【
越
佐
】
女
の
頭
の
落
書
き
が
い
く
つ
も
残
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
貴
婦
人
の
頭
髪
の
輪
を
落
書
き
し
て
ゐ
る
。

6
【
白
紙
】【
越
佐
】
恋
や
悔
恨
や
エ
ナ
メ
ル
の

【
詩
論
】【
詩
集
】
恋
と
悔
恨
と
エ
ナ
メ
ル
の

8
【
白
紙
】【
越
佐
】
飛
び
下
り
な
い
で

【
詩
論
】【
詩
集
】
飛
び
降
り
ず
に

※
【
白
紙
】
は
全
一
行
空
き
。
後
ろ
二
行
一
字
下
げ
。

※
【
越
佐
】
は
句
点
と
！
な
し
。
一
文
毎
に
改
行
。

※  

最
終
行
「
海
が
天
に
あ
が
る
」
の
前
、【
白
紙
】
は
一
行
空
き
、【
越
佐
】
は
一

行
空
き
な
し
、【
詩
論
】
は
二
行
空
き
、【
詩
集
】
は
一
行
空
き
な
し
。

⬇
ほ
ぼ
『
詩
と
詩
論
』
版
に
拠
る
。
前
後
の
配
列
順
か
ら
『
白
紙
』
を
編
者
は
落

と
し
た
可
能
性
。
Ｂ
群

﹇
12
﹈「
緑
色
の
透
視
」『
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ボ
オ
』
二
―
二
（
三
一
〇
七
）

※
【
レ
ス
プ
リ
】
と
【
詩
集
】
に
異
同
な
し
。

⬇
『
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ボ
オ
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
13
﹈「
死
の
髯
」『
今
日
の
詩
』
一
〇
（
三
一
〇
九
）

5
【
今
日
】
驅
脚

【
詩
集
】
驅
け
脚

※
【
詩
集
】
に
は
「
死
の
髯
」
と
「
幻
の
家
」、
ど
ち
ら
も
収
載
。

⬇
ほ
ぼ
『
今
日
の
詩
』
版
に
拠
る
。「
死
の
髯
」
と
「
幻
の
家
」
の
併
載
は
「
覚

書
」に
あ
る
よ
う
に
編
者
の
判
断
。
関
連
詩﹇
21
﹈「
幻
の
家
」『
文
学
』一（
三
二
〇
三
）

Ｄ
群

﹇
16
﹈「
季
節
の
モ
ノ
ク
ル
」『
白
紙
』
一
五
（
三
一
一
一
）、『
詩
と
詩
論
』
一
四

（
三
一
一
二
）

2
【
白
紙
】
こ
こ
を
行
つ
た
り
来
た
り
し
て
、
彼
等
の
虚
栄
心
と
音
響
を
も
つ
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
此
処
を
行
つ
た
り
来
た
り
し
て
、／
彼
ら
の
虚
栄
心
と
音
響

を
は
こ
ぶ
。

6
【
白
紙
】
ひ
ゞ
い
て
さ
ま
よ
う
。

【
詩
論
】
ひ
び
い
て
さ
ま
よ
ふ
。

【
詩
集
】
ひ
ゞ
い
て
さ
ま
よ
う
。

7
【
白
紙
】
い
ろ
褪
せ
て

【
詩
論
】【
詩
集
】
ま
た
い
ろ
褪
せ
て

⬇
ほ
ぼ
『
詩
と
詩
論
』
版
に
拠
る
。
Ｂ
群

﹇
11
﹈「
青
い
球
体
」『
白
紙
』
一
四
（「
朝
」
三
一
〇
七
）、『
詩
と
詩
論
』
一
四
（
改
題

「
青
い
球
体
」
三
一
一
二
）

【
白
紙
】
題
名
「
朝
」

【
詩
論
】【
詩
集
】
改
題
「
青
い
球
体
」

1
【
白
紙
】
か
な
づ
ち
を
も
つ
て
黒
い
着
物
を
き
た
男

【
詩
論
】【
詩
集
】
鐵
槌
を
も
つ
て
黒
い
男

2
【
白
紙
】
む
こ
う
の
は
し
と

【
詩
論
】
向
の
端
と

【
詩
集
】
向
ふ
の
端
と

2
【
白
紙
】
戸
に
穴
を
あ
け
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
戸
を
破
る
。
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3
【
白
紙
】
朝
は
其
処
に
ゐ
る
。
さ
う
す
れ
ば
彼
ら
の
街
が
な
ら
べ
ら
れ
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
朝
は
そ
こ
に
ゐ
る
、さ
う
す
れ
ば
彼
ら
の
街
が
並
べ
ら
れ
る

4
【
白
紙
】
太
陽
は

【
詩
論
】【
詩
集
】
ペ
ン
キ
屋
は

5
【
白
紙
】
鎧
戸
と
壁
に
林
檎
園
は

【
詩
論
】
鎧
戸
と
壁
に
、
／
林
檎
園
は

【
詩
集
】
鎧
戸
と
壁
に
。
／
林
檎
園
は

7
【
白
紙
】
そ
の
中
で

【
詩
論
】【
詩
集
】
そ
の
中
を

8   【
白
紙
】
庭
の
隅
で
は
ひ
ま
は
り
草
が
ま
は
つ
て
ゐ
る
。
ま
は
り
な
が
ら
ま
は

り
な
が
ら
、

【
詩
論
】【
詩
集
】
庭
の
隅
で
向
日
葵
が
ま
は
つ
て
ゐ
る
、
ま
は
り
な
が
ら
、
ま

は
り
な
が
ら
、

9   【
白
紙
】
部
屋
の
中
ま
で
入
つ
て
来
て
次
第
に
大
き
く
な
り
輝
い
て
ゐ
る
球
に

な
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
部
屋
の
中
ま
で
こ
ろ
げ
こ
み
大
き
な
球
に
な
つ
て
輝
く
。

11   【
白
紙
】
温
い
パ
ン
が
太
陽
か
ら
か
ゝ
へ
き
れ
ぬ
程
と
ゞ
い
た
の
で
私
等
は
そ

れ
等
の
家
と
共
に
、

【
詩
論
】
太
陽
は
か
ゝ
え
切
れ
ぬ
程
の
温
い
パ
ン
で
、
私
ら
は
そ
れ
等
の
家
と

共
に

【
詩
集
】
太
陽
は
か
か
へ
切
れ
ぬ
程
の
温
い
パ
ン
で
、
私
ら
は
そ
れ
等
の
家
と

共
に

12
【
白
紙
】
地
平
線
に
の
つ
て
世
界
一
週
を
試
み
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
地
平
線
に
乗
つ
て
世
界
一
週
を
こ
こ
ろ
み
る
。

⬇
ほ
ぼ
『
詩
と
詩
論
』
版
に
拠
る
が
、
句
読
点
や
畳
字
に
異
同
。
前
後
の
配
列
順

か
ら
編
者
は
『
白
紙
』
を
落
と
し
た
可
能
性
。
Ｂ
群

﹇
14
﹈「
断
片
」『
今
日
の
文
学
』
一
―
九
（「
断
頭
機
」
三
一
〇
九
）、『
詩
と
詩
論
』
一
四

（
改
題
「
断
片
」
三
一
一
二
）

【
今
日
】
題
名
「
断
頭
機
」

【
詩
論
】【
詩
集
】
改
題
「
断
片
」

1
【
今
日
】
青
い
士
官
が
並
ん
で
ゐ
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
青
い
士
官
の
一
隊
が
な
ら
ん
で
い
る
。

3
【
今
日
】
戦
つ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
争
つ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。

4
【
今
日
】
ア
ン
テ
ナ
線
は
そ
の
上
を
き
つ
て
走
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
ア
ン
テ
ナ
は
そ
の
上
を
横
ぎ
つ
て
走
る
。

5
【
今
日
】
浮
い
て
ゐ
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
浮
い
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
か
？

6
【
今
日
】
の
ぼ
つ
て
ゆ
く
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
か
け
の
ぼ
る
。

7
【
今
日
】
赤
く
さ
び
た
夏
の
感
情
は
ま
も
な
く
私
ら
の
恋
も
断
つ
だ
ら
う
。

【
詩
論
】
ま
も
な
く
赤
く
さ
び
た
夏
の
感
情
は
私
ら
の
恋
も
断
つ
だ
ら
う

【
詩
集
】
ま
も
な
く
赤
く
さ
び
た
夏
の
感
情
は
私
ら
の
恋
も
断
つ
だ
ら
う
。

⬇
ほ
ぼ
『
詩
と
詩
論
』
版
に
拠
る
が
、
句
点
を
加
え
る
。
前
後
の
配
列
順
か
ら
編

者
は
『
今
日
の
文
学
』
を
落
と
し
た
か
。
Ｂ
群

﹇
15
﹈「
ガ
ラ
ス
の
翼
」『
今
日
の
文
学
』
一
―
一
〇
（
三
一
一
〇
）、『
詩
と
詩
論
』
一
四

（
三
一
一
二
）

1
【
今
日
】
わ
た
し
て
い
つ
た

【
詩
論
】【
詩
集
】
渡
し
て
い
つ
た

3
【
今
日
】
ま
は
る
毎
に
色
が
濃
く
な
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
ま
は
る
た
び
に
い
ろ
が
濃
く
な
る
。
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5
【
今
日
】
棒
を
引
い
て
ゐ
る
。
屋
根
ら
は
よ
り
か
か
つ
て
。

【
詩
論
】
棒
を
引
い
て
ゐ
る
、
屋
根
ら
は
凭
り
か
か
つ
て
。

【
詩
集
】
棒
を
引
い
て
ゐ
る
／
屋
根
ら
は
凭
り
か
か
つ
て
。

7   【
今
日
】
匐
つ
て
ゐ
る
電
車
と
水
兵
の
翻
つ
て
ゐ
る
襟
、
空
気
の
皺
の
間
を
旋

廻
し
て
ゐ
る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
電
車
は
匐
ひ
、
空
中
の
青
い
皺
の
間
を
旋
廻
す
る
水
兵
の

襟
。

9   【
今
日
】
盛
装
し
た
夏
の
行
列
が
通
り
す
ぎ
て
は
硝
子
の
か
け
ら
の
中
で
崩
れ

る
。

【
詩
論
】【
詩
集
】
盛
装
し
て
夏
の
行
列
は
通
り
す
ぎ
フ
ラ
ス
コ
の
中
へ
崩
れ

る
。

10
【
詩
論
】　

私
ら
の
心
の
果
実
は
（
一
字
下
げ
）

⬇
ほ
ぼ
『
詩
と
詩
論
』
版
に
拠
る
が
、
句
読
点
・
改
行
の
処
理
を
加
え
る
。
前
後

の
配
列
順
か
ら
編
者
は
『
今
日
の
文
学
』
を
落
と
し
た
か
。
Ｂ
群

【
一
九
三
二
年
初
出
詩
】

﹇
17
﹈「
循
環
路
」『
椎
の
木
』
一
―
一
（
三
二
〇
一
）、『
文
学
』
一
（
三
二
〇
三
）

7
【
椎
木
】
叩
け
ば
音
が
す
る
。
夜
が

【
文
学
】【
詩
集
】
叩
け
ば
音
が
す
る
。
／
夜
が

⬇
『
文
学
』
版
に
拠
る
。
Ｂ
群

﹇
21
﹈「
幻
の
家
」『
今
日
の
詩
』
一
〇
（「
死
の
髯
」
三
一
〇
九
）、『
文
学
』
一
（
改
題

「
幻
の
家
」
三
二
〇
三
）

【
今
日
】
題
名
「
死
の
髯
」

【
文
学
】
改
題
「
幻
の
家
」

3
【
文
学
】
驅
出
す

【
詩
集
】
驅
け
出
す

⬇
ほ
ぼ
『
文
学
』
版
に
拠
る
。
関
連
詩
﹇
13
﹈「
死
の
髯
」『
今
日
の
詩
』
一
〇

（
三
一
〇
九
）
Ｄ
群

﹇
20
﹈「
記
憶
の
海
」『
文
学
』
一
（
三
二
〇
三
）、『
詩
抄
』
一
（
三
三
〇
三
）

6
【
文
学
】【
詩
抄
】
驅
け
て
わ
た
る
。

【
詩
集
】
駈
け
て
わ
た
る
。

⬇
ほ
ぼ
『
文
学
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
19
﹈「
青
い
道
」『
反
響
』
四
（
三
二
〇
二
）、『
文
学
』
一
（
三
二
〇
三
）

4
【
反
響
】
染
色
工
場
‼

【
文
学
】【
詩
集
】
染
色
工
場
！

6
【
反
響
】
花
た
ば
。

【
文
学
】【
詩
集
】
花
束
。

7
【
反
響
】
夕
暮
の
な
か
で
ス
ミ
レ
色
の
瞳
が
輝
き
。

【
文
学
】【
詩
集
】
夕
暮
の
中
で
ス
ミ
レ
色
の
瞳
が
輝
き
、

9
【
反
響
】
触
れ
る
時
夜
の
壁
が
く
づ
れ
る
の
だ
。

【
文
学
】
触
れ
る
と
き
、
夜
の
壁
が
く
ず
れ
る
の
だ
。

【
詩
集
】
触
れ
る
と
き
、
夜
の
壁
が
く
づ
れ
る
の
だ
。

10
【
反
響
】
そ
れ
に
し
て
も
泣
く
度
に

【
文
学
】【
詩
集
】
そ
れ
に
し
て
も
、
泣
く
た
び
に

⬇
ほ
ぼ
『
文
学
』
版
に
拠
る
。「
覚
書
」
未
記
載
の
『
反
響
』
を
編
者
は
落
と
し
た

可
能
性
。
Ｂ
群

﹇
22
﹈「
冬
の
肖
像
」『
椎
の
木
』
一
―
四
（
三
二
〇
四
）

2
【
椎
木
】
静
な
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【
詩
集
】
静
か
な

9
【
椎
木
】
震
え
て
ゐ
る
。

【
詩
集
】
震
へ
て
ゐ
る
。

10
【
椎
木
】
落
付
か
ず
に

【
詩
集
】
落
着
か
ず
に

22
【
椎
木
】
彩
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
、
厚
く
重
り

【
詩
集
】
彩
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
厚
く
重
り

24
【
椎
木
】
思
ひ
出
す
だ
ろ
う
。

【
詩
集
】
思
ひ
出
す
だ
ら
う
。

31
【
椎
木
】
知
つ
て
ゐ
る
の
だ
ろ
う
か
？

【
詩
集
】
知
つ
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
か
？

41
【
椎
木
】
耐
え
ら
れ
な
い
や
う
な

【
詩
集
】
耐
へ
ら
れ
な
い
や
う
な

51
【
椎
木
】
振
り
返
へ
る
こ
と
の
な
い

【
詩
集
】
振
り
返
る
こ
と
の
な
い

51
【
椎
木
】
浮
か
ん
で
ゐ
る

【
詩
集
】
浮
ん
で
ゐ
る

⬇
ほ
ぼ
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る
が
、
仮
名
や
漢
字
の
異
同
も
目
立
つ
。
Ｄ
群

﹇
24
﹈「
白
と
黒
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
一
（
三
二
〇
五
）、『
文
学
』
四
（
改
題

「
睡
眠
期
3
」
三
二
一
二
）

4
【
マ
ダ
ム
】
止
ま
る
こ
と
を

【
文
学
】【
詩
集
】
止
る
こ
と
を

5
【
マ
ダ
ム
】
彼
等
は

【
文
学
】【
詩
集
】
彼
ら
は

6
【
マ
ダ
ム
】
椅
子
で
あ
つ
た
。
／
時
と
焔
が

【
文
学
】【
詩
集
】
椅
子
で
あ
つ
た
。
時
と
焔
が

8
【
マ
ダ
ム
】
雨
の
な
か
を
顔
の
黒
い
男
が
や
つ
て
来
て
、
私
の
心
の
花
壇
を

【
文
学
】【
詩
集
】
雨
の
中
を
顔
の
黒
い
男
が
や
つ
て
来
て
、／
私
の
心
の
花
苑

を
11
【
マ
ダ
ム
】
踏
み
荒
し
て
行
く
の
か
。

【
文
学
】【
詩
集
】
踏
み
荒
し
て
ゆ
く
の
か
。

⬇
『
文
学
』
版
に
拠
り
な
が
ら
、題
名
は
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
か
ら
。
Ｂ
群

﹇
49
﹈「
五
月
の
リ
ボ
ン
」『
今
日
の
文
学
』
三
―
六
（
三
三
〇
六
）

7
【
今
日
】
た
ゞ

【
詩
集
】
た
だ

⬇
前
後
の
配
列
順
か
ら
一
九
三
二
年
六
月
初
出
と
編
者
が
誤
解
し
た
可
能
性
。
ま

た
は
三
二
年
五
〜
六
月
に
編
者
が
把
握
す
る
別
の
初
出
誌
が
他
に
あ
る
可
能
性
。

Ｄ
群

﹇
27
﹈「
神
秘
」『
椎
の
木
』
一
―
六
（
三
二
〇
六
）、『
文
学
』
四
（
改
題
「
睡
眠
期
2
」

三
二
一
二
）、『
詩
抄
』
一
（「
神
秘
」
三
三
〇
三
）

【
椎
木
】
題
名
「
神
秘
」

【
文
学
】
改
題
「
睡
眠
期
2
」

【
詩
抄
】【
詩
集
】「
神
秘
」

1
【
椎
木
】【
詩
抄
】
デ
リ
シ
ア
ス

【
文
学
】
デ
リ
シ
ァ
ス

【
詩
集
】
デ
リ
シ
ア
ス

1
【
椎
木
】
こ
ろ
げ
落
る
。

【
文
学
】【
詩
抄
】【
詩
集
】
こ
ろ
が
る
。

2   【
椎
木
】
避
け
て
ゐ
る
如
く
彼
ら
は
旋
廻
し
な
が
ら
、
旋
廻
し
な
が
ら
、
飛
び



九
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込
む
。

【
文
学
】【
詩
抄
】【
詩
集
】
避
け
て
ゐ
る
如
く
、
彼
ら
は
旋
廻
し
つ
つ
飛
び
込

む
。

3
【
椎
木
】
驅
け
出
し
、
風
は
群
に
な
つ
て
騒
ぐ
。

【
文
学
】【
詩
抄
】【
詩
集
】
駈
け
出
し
、
或
は
風
は
群
に
な
つ
て
騒
ぐ
。

10
【
椎
木
】【
詩
抄
】
樹
木
が

【
文
学
】【
詩
集
】
樹
木
は

12
【
椎
木
】【
詩
抄
】
ほ
と
ば
し
り
出
る
。

【
文
学
】
ほ
ど
ば
し
り
で
る

【
詩
集
】
ほ
と
ば
し
り
で
る
。

13
【
椎
木
】
あ
あ
、
ま
た
、
男
ら
は

【
文
学
】【
詩
抄
】【
詩
集
】
あ
、
ま
た
男
ら
は

※
【
椎
木
】
で
は
一
行
目
と
最
終
行
の
冒
頭
一
字
下
げ

⬇
『
文
学
』
版
に
拠
り
な
が
ら
、
題
名
は
『
椎
の
木
』
か
ら
。
Ｂ
群

﹇
26
﹈「
蛋
白
石
」『
椎
の
木
』
一
―
六
（「
疋マ

マ

白
石
」
三
二
〇
六
）、『
文
学
』
4
（「
蛋
白

石
」
三
二
一
二
）、『
詩
抄
』
一
（
三
三
〇
三
）

【
椎
木
】
題
名
「
疋マ

マ

白
石
」

【
文
学
】【
詩
抄
】【
詩
集
】「
蛋
白
石
」

7
【
椎
木
】
頬
を
つ
た
つ
て
、

【
文
学
】【
詩
抄
】【
詩
集
】
頬
を
な
が
れ

※
八
行
目
と
九
行
目
、【
文
学
】
は
一
行
空
き
。【
詩
抄
】
は
二
行
空
き
。

⬇
ほ
ぼ
『
文
学
』
版
に
拠
る
。『
詩
集
』
で
は
行
空
き
の
処
理
を
『
椎
の
木
』
版
に

改
め
て
い
る
。『
椎
の
木
』
版
題
名
は
誤
記
か
。
Ｂ
群

﹇
28
﹈「
夢
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
二
（
三
二
〇
七
）、『
文
学
』
四
（
改
題
「
睡
眠

期
4
」
三
二
一
二
）

【
マ
ダ
ム
】
題
名
「
夢
」

【
文
学
】
改
題
「
睡
眠
期
4
」

【
詩
集
】「
夢
」

1
【
マ
ダ
ム
】
光
の
な
か
で
の
み
現
実
は
崩
壊
す
る
。

【
文
学
】【
詩
集
】
光
の
中
で
の
み
崩
壊
す
る
現
実
。

1
【
マ
ダ
ム
】
す
べ
て
の
も
の
は
鋭
く
白
い
。

【
文
学
】【
詩
集
】
す
べ
て
の

は
白
い
骨
で
あ
る
。

2
【
マ
ダ
ム
】
背
を
向
け
て
、
彼
女
は

【
文
学
】【
詩
集
】
背
を
向
け
て
彼
女
は

4
【
マ
ダ
ム
】【
文
学
】
繰
返
し
た
。

【
詩
集
】
繰
り
返
し
た
。

4
【
マ
ダ
ム
】
虚
飾
さ
れ
た
時
間
、

【
文
学
】【
詩
集
】
虚
飾
さ
れ
た
時
間
。

5
【
マ
ダ
ム
】
ま
た
そ
れ
ら
は
家
を
迂
回
し
て

【
文
学
】【
詩
集
】
ま
た
そ
れ
等
は
家
を
迂
廻
し
て

7
【
マ
ダ
ム
】
拒
否
し
な
が
ら
私
は
知
る
。

【
文
学
】【
詩
集
】
拒
否
し
な
が
ら
、
私
は
知
る
。

8
【
マ
ダ
ム
】
巻
き
あ
げ
て
ゐ
る
。

【
文
学
】【
詩
集
】
ま
き
あ
げ
て
ゐ
る
。

※
【
マ
ダ
ム
】
は
一
行
目
冒
頭
一
字
下
げ

⬇
ほ
ぼ
『
文
学
』
版
に
拠
り
な
が
ら
、
題
名
は
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
か
ら
。

Ｂ
群

﹇
30
﹈「
白
く
」『
海
盤
車
』
一
―
四
（
三
二
〇
八
）、『
文
学
』
四
（
三
二
一
二
）

2
【
海
盤
】
ア
ミ
チ
エ
ス
ト
の
釦
を
き
ら
め
か
せ
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【
文
学
】【
詩
集
】
ア
ミ
シ
ス
ト
の
釦
が
き
ら
め
き

3
【
海
盤
】
降
り
て
く
る

【
文
学
】
降
り
て
来
る

【
詩
集
】
降
り
て
く
る

7
【
海
盤
】
思
ひ
だ
す

【
文
学
】【
詩
集
】
お
も
ひ
だ
す
。

※
【
海
盤
】
は
句
点
な
し
。

⬇
ほ
ぼ
『
文
学
』
版
に
拠
る
。
Ｂ
群

﹇
32
﹈「
緑
」『
文
芸
汎
論
』
二
―
一
〇
（
三
二
一
〇
）

4
【
文
芸
】
息
が
つ
ま
つ
て　

い
く
度
も

【
詩
集
】
息
が
つ
ま
つ
て
い
く
度
も

⬇
ほ
ぼ
『
文
芸
汎
論
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
35
﹈「
眠
つ
て
ゐ
る
」『
文
芸
汎
論
』
二
―
一
二
（
三
二
一
二
）、『
文
学
』
四
（
改
題

「
睡
眠
期
1
」
三
二
一
二
）、『
詩
抄
』
一
（「
眠
つ
て
ゐ
る
」
三
三
〇
三
）

【
文
芸
】
題
名
「
眠
つ
て
ゐ
る
」

【
文
学
】
改
題
「
睡
眠
期
1
」

【
詩
抄
】【
詩
集
】「
眠
つ
て
ゐ
る
」

1
【
文
芸
】
茂
み
の
中
を
驅
け
降
り
る
時
焔
と
な
る
。

【
文
学
】
茂
み
の
中
で
さ
わ
ぐ
時
火
の
や
う
に
燃
え
る
。

【
詩
抄
】
茂
み
の
中
で
さ
わ
ぐ
時
火
の
や
う
に
も
え
る
。

【
詩
集
】
茂
み
の
中
を
駈
け
降
り
る
時
焔
と
な
る
。

3
【
文
芸
】
彼
女
は
私
に
不
似
合
な
金
の
環
を
も
つ
て
く
る
。

【
文
学
】【
詩
抄
】
彼
女
は
不
似
合
な
金
の
環
を
も
つ
て
ゐ
る
。

【
詩
集
】
彼
女
は
不
似
合
な
金
の
環
を
も
つ
て
く
る
。

5
【
文
芸
】
植
物
ら
が
さ
う
で
あ
る
や
う
に
そ
れ
を
全
身
で

【
文
学
】【
詩
抄
】
そ
れ
ら
を
全
身
で

【
詩
集
】
植
物
ら
が
さ
う
で
あ
る
や
う
に
そ
れ
を
全
身
で

9
【
文
芸
】【
文
学
】
む
き
だ
し
て
ゐ
た
、

【
詩
抄
】
む
き
だ
し
て
ゐ
た
。

【
詩
集
】
む
き
だ
し
て
ゐ
た
、

11
【
文
芸
】
ち
よ
つ
と
の
間

【
文
学
】【
詩
抄
】
ち
よ
つ
と
の
間
、

【
詩
集
】
ち
よ
つ
と
の
間

11
【
文
芸
】
花
園
の
枯
れ
る

【
文
学
】【
詩
抄
】【
詩
集
】
庭
園
の
枯
れ
る

12
【
文
芸
】
思
ひ
出

【
文
学
】【
詩
抄
】
思
出

【
詩
集
】
思
ひ
出

14
【
文
芸
】
生
命
た
ち
が
真
紅
に
凹
地
を
埋
め
る
。

【
文
学
】
生
命
た
け
が
真
紅
に
凹
地
を
充
し
て
ゐ
る
。

【
詩
抄
】
生
命
だ
け
が
真
紅
に
凹
地
を
充
し
て
ゐ
る
。

【
詩
集
】
生
命
た
ち
が
真
紅
に
凹
地
を
埋
め
る
。

⬇
初
出
の
『
文
芸
汎
論
』
版
を
基
本
と
す
る
が
、
三
行
目
の
独
自
の
異
同
や
一
一

行
目
の
『
文
学
』
版
が
混
在
。
整
理
稿
の
可
能
性
。
題
名
は
『
文
芸
汎
論
』
か
ら
。

Ｃ
群
ｄ

﹇
33
﹈「The m

ad house

」『
文
芸
汎
論
』
二
―
一
〇
（
三
二
一
〇
）、『
文
学
』
四
（
改

題
「
睡
眠
期
5
」
三
二
一
二
）

【
文
芸
汎
論
】
題
名
「T

h
e m

adh
ou

se

」

【
文
学
】
改
題
「
睡
眠
期
5
」



九
六
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【
詩
集
】「T

h
e m

ad h
ou

se

」

1
【
文
芸
】
自
転
車
が
走
つ
て
ゐ
る

【
文
学
】【
詩
集
】
自
転
車
が
ま
は
る
。

3
【
文
芸
】
護
謨
輪
の
内
側
は
地
球
を

轉
さ
せ
る

【
文
学
】【
詩
集
】
護
謨
輪
の
内
側
の
み
が
地
球
を
疲
ら
せ
る
。

5
【
文
芸
】
そ
こ
は
非
常
に
賑
つ
て
ゐ
る

【
文
学
】【
詩
集
】
其
處
は
非
常
に
に
ぎ
は
つ
て
ゐ
る
。

6
【
文
芸
】
赤
衛
軍
の
兵
士
等

【
文
学
】【
詩
集
】
赤
衛
軍
の
兵
士
ら
、

6
【
文
芸
】
リ
ヤ
ザ
ン
の
女

【
文
学
】【
詩
集
】
リ
ヤ
ザ
ン
女
、

7
【
文
芸
】
螺
線マ

マ

階
段　

ピ
ア
ノ
は

【
文
学
】
螺
旋
階
段
、
／
ピ
ア
ノ
は

【
詩
集
】
螺
旋
階
段
。
／
ピ
ア
ノ
は

9
【
文
芸
】
立
つ
て
ゐ
る
人
々
は
尖
つ
た
水
晶
體
だ
／
踏
み
は
ず
す
と
死
ぬ
だ
ら
う

【
文
学
】【
詩
集
】
た
つ
て
ゐ
る
人
々
は
尖
つ
た
水
晶
體
で
あ
ら
う
。
踏
み
は
づ

す
と
死
ぬ
。

10   【
文
芸
】
太
陽
の
無
限
の
傳
播
作
用　

病
原
地
で
は
植
物
が
渇
き　

荒
廃
し
た

街
路
を
雲
が
か
け
て
ゐ
る

【
文
学
】【
詩
集
】
太
陽
の
無
限
の
傳
播
作
用
。
／
病
原
地
で
は
植
物
が
渇
き
、

荒
廃
し
た
街
路
を
か
け
て
ゐ
る
雲
。

17
【
文
芸
】
私
は
生
き
て
ゐ
る　

私
は
生
き
て
ゐ
る

【
文
学
】【
詩
集
】
私
は
生
き
て
ゐ
る
。
私
は
生
き
て
ゐ
る
と
思
つ
た
。

※
【
文
芸
】
に
は
句
読
点
な
し
。

⬇
ほ
ぼ
『
文
学
』
版
に
拠
る
。
前
後
の
配
列
順
か
ら
編
者
は
『
文
芸
汎
論
』
を
落

と
し
た
か
。
Ｂ
群

﹇
34
﹈「
雲
の
か
た
ち
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
三
（
三
二
一
一
）、『
文
学
』
四

（
三
二
一
二
）、『
詩
抄
』
一
（
三
三
〇
三
）

1
【
マ
ダ
ム
】
高
い
波
の
銀
色
の
門
を
お
し
あ
け
て

【
文
学
】【
詩
抄
】【
詩
集
】
銀
色
の
波
の
ア
ア
チ
を
お
し
あ
け

6
【
マ
ダ
ム
】
集
め
ら
れ　

そ
し
て
引
き
裂
か
れ
る

【
文
学
】
集
め
ら
れ
そ
し
て
引
き
裂
か
れ
る
。

【
詩
抄
】
集
め
ら
れ
／
そ
し
て
引
き
裂
か
れ
る
。

【
詩
集
】
集
め
ら
れ
そ
し
て
引
き
裂
か
れ
る
。

9
【
マ
ダ
ム
】
毎
日　

葉
の
や
う
な
細
い
指
先
が

【
文
学
】
毎
日
、
葉
の
や
う
な
細
い
指
先
が

【
詩
抄
】
毎
日
、
葉
の
や
う
な
細
い
指
先
き
が

【
詩
集
】
毎
日
、
葉
の
や
う
な
細
い
指
先
が

※
【
マ
ダ
ム
】
は
句
点
な
し
。

⬇
『
文
学
』
版
に
拠
る
。
前
後
の
配
列
順
か
ら
編
者
は
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』

を
落
と
し
た
か
。
Ｂ
群

﹇
25
﹈「
風
」『
海
盤
車
』
一
―
三
（
三
二
〇
六
）、『
文
学
』
四
（
三
二
一
二
）

1
【
海
盤
】
古
び
た
蓄
音
機

【
文
学
】【
詩
集
】
こ
は
れ
た
蓄
音
機

4
【
海
盤
】
白
く
乾
き
、
彼
ら
は

【
文
学
】【
詩
集
】
白
く
乾
き
／
彼
ら
は

6   【
海
盤
】
燕
尾
服
を
き
て
、森
が
後
か
ら
つ
い
て
ゆ
く
。
／
ス
テ
ツ
キ
が
動
く
。

閃
く
ナ
イ
フ
。

【
文
学
】【
詩
集
】（
削
除
）

⬇
『
文
学
』
版
に
拠
る
。
前
後
の
配
列
順
か
ら
編
者
は
『
海
盤
車
』
を
落
と
し
た

か
。
Ｂ
群
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﹇
36
﹈「
雪
の
日
」『
文
芸
汎
論
』
二
―
一
二
（
三
二
一
二
）

※
【
文
芸
】【
詩
集
】
に
異
同
な
し
。

⬇
『
文
芸
汎
論
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
37
﹈「
鐘
の
な
る
日
」『
海
盤
車
』
一
―
六
（
三
二
一
二
）、『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』

四
（
改
題
「
冬
の
詩
」
三
三
〇
一
）

【
海
盤
】
題
名
「
鐘
の
な
る
日
」

【
マ
ダ
ム
】
改
題
「
冬
の
詩
」

【
詩
集
】「
鐘
の
な
る
日
」

2
【
海
盤
】
ふ
み
に
じ
ら
れ
る

【
マ
ダ
ム
】
ふ
み
に
ぢ
ら
れ
る

【
詩
集
】
ふ
み
に
じ
ら
れ
る

5
【
海
盤
】
か
ね
の
音
が

【
マ
ダ
ム
】
鐘
の
音
が

【
詩
集
】
か
ね
の
音
が

8
【
海
盤
】
無
い
の
だ
か
ら

【
マ
ダ
ム
】
無
い
の
だ
か
ら
。

【
詩
集
】
無
い
の
だ
か
ら

⬇
初
出
の
『
海
盤
車
』
版
に
拠
る
。
編
者
は
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
を
落
と

し
た
か
。
Ａ
群
ｄ

【
一
九
三
三
年
初
出
詩
】

﹇
39
﹈「
憑
か
れ
た
街
」『
椎
の
木
』
二
―
一
（
三
三
〇
一
）、『
詩
法
』
一
（「
憑
れ
た
街
」

三
四
〇
八
）

【
椎
木
】
題
名
「
憑
か
れ
た
街
」

【
詩
法
】「
憑
れ
た
街
」

【
詩
集
】「
憑
か
れ
た
街
」

1
【
椎
木
】
思
ひ
出
の
壮
大
な
建
物
を

【
詩
法
】
過
去
の
壮
大
な
建
物
を

【
詩
集
】
思
ひ
出
の
壮
大
な
建
物
を

2
【
椎
木
】
ほ
ろ
び
た
も
の
の
上
に
／
喚
び
起
こ
し
、

【
詩
法
】
滅
び
た
も
の
の
う
へ
に
／
喚
び
起
し

【
詩
集
】
ほ
ろ
び
た
も
の
の
上
に
／
喚
び
起
こ
し
、

3
【
椎
木
】
待
ち
ま
う
け
、

【
詩
法
】
待
ち
も
う
け

【
詩
集
】
待
ち
ま
う
け
、

4
【
椎
木
】
空
し
く

【
詩
法
】
む
な
し
く

【
詩
集
】
空
し
く

6
【
椎
木
】
す
べ
て
の
彼
ら
の
悲
し
み
は
／
け
つ
し
て
語
ら
れ
る

【
詩
法
】
彼
ら
の
悲
し
み
は
け
つ
し
て
／
語
ら
れ
る

【
詩
集
】
す
べ
て
の
彼
ら
の
悲
し
み
は
／
け
つ
し
て
語
ら
れ
る

8
【
椎
木
】
地
上
は
花
の
咲
い
た
リ
ノ
リ
ユ
ム
で
あ
る
。

【
詩
法
】
地
上
の
花
の
咲
い
た
リ
ノ
リ
ユ
ム
は

【
詩
集
】
地
上
は
花
の
咲
い
た
リ
ノ
リ
ユ
ム
で
あ
る
。

11
【
椎
木
】
よ
ろ
め
き
／
彼
等
は

【
詩
法
】
踉
き
／
彼
ら
は

【
詩
集
】
よ
ろ
め
き
／
彼
等
は

16
【
椎
木
】
し
め
つ
た

【
詩
法
】
湿
つ
た

【
詩
集
】
し
め
つ
た

※
【
詩
法
】
に
は
句
読
点
な
し
。
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⬇
初
出
の
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
詩
法
』
を
落

と
し
た
。
Ａ
群
ｄ

﹇
40
﹈「
波
」『
椎
の
木
』
二
―
一
（
三
三
〇
一
）

7
【
椎
木
】
つ
た
は
つ
て
ゆ
く

【
詩
集
】
つ
た
は
つ
て
ゆ
く
。

⬇
ほ
ぼ
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
41
﹈「
雲
の
や
う
に
」『
椎
の
木
』
二
―
一
（
三
三
〇
一
）、『
行
動
』
一
―
三
（
三
三
一
二
）

2
【
椎
木
】
葉
裏
を
は
ひ
／
た
え
ず
繁
殖
し
て
ゐ
る
。

【
行
動
】
葉
裏
を
は
ひ　

た
へ
ず
繁
殖
し
て
ゐ
る

【
詩
集
】
葉
裏
を
は
ひ
／
た
え
ず
繁
殖
し
て
ゐ
る
。

5
【
椎
木
】
そ
れ
は
青
い
霧
が
ふ
つ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

【
行
動
】
そ
れ
は
青
い
霧
で
あ
る

【
詩
集
】
そ
れ
は
青
い
霧
が
ふ
つ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

8
【
椎
木
】
婦
人
ら
は
い
つ
も
た
だ
れ
た
目
付
で

【
行
動
】
婦
人
達
は
た
だ
れ
た
目
付
き
で

【
詩
集
】
婦
人
ら
は
い
つ
も
た
だ
れ
た
目
付
で

9
【
椎
木
】
拾
つ
て
ゆ
く
。

【
行
動
】
拾
つ
て
ゐ
る

【
詩
集
】
拾
つ
て
ゆ
く
。

12
【
椎
木
】
そ
し
て
私
は
見
る
。

【
行
動
】
そ
れ
か
ら
私
は
見
る

【
詩
集
】
そ
し
て
私
は
見
る
、

13
【
椎
木
】
ま
ん
中
か
ら

【
行
動
】
ま
ん
な
か
か
ら

【
詩
集
】
ま
ん
中
か
ら

※
【
行
動
】
は
句
読
点
な
し
。

⬇
初
出
の
『
椎
の
木
』
版
に
ほ
ぼ
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
行
動
』

を
落
と
し
た
。
Ａ
群
ｄ

﹇
42
﹈「
毎
年
土
を
か
ぶ
ら
せ
て
ね
」『
今
日
の
文
学
』
三
―
一
（「
冬
の
詩
」
三
三
〇
一
）

【
今
日
】
題
名
「
冬
の
詩
」

【
詩
集
】「
毎
年
土
を
か
ぶ
ら
せ
て
ね
」

※
【
今
日
】【
詩
集
】
に
異
同
な
し
。

⬇
『
今
日
の
文
学
』
版
に
拠
る
。
改
題
名
は
他
に
未
発
見
の
雑
誌
が
な
け
れ
ば
、

整
理
稿
に
拠
る
可
能
性
。
Ｃ
群
ｓ

﹇
43
﹈「
目
覚
め
る
た
め
に
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
五
（
三
三
〇
二
）

※
【
マ
ダ
ム
】【
詩
集
】
に
異
同
な
し
。

⬇
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
44
﹈「
花
咲
け
る
大
空
に
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
六
（
三
三
〇
四
）、『
詩
法
』

一
（
三
四
〇
八
）

3
【
マ
ダ
ム
】
そ
れ
等
を
い
れ
よ
う
。

【
詩
法
】
そ
れ
ら
を
入
れ
よ
う

【
詩
集
】
そ
れ
等
を
い
れ
よ
う
。

5
【
マ
ダ
ム
】
ば
ら
色
の
小
鳥
が
私
の
頭
を

【
詩
法
】
バ
ラ
色
の
小
鳥
が
私
の
頭
を

【
詩
集
】
ば
ら
色
の
小
鳥
が
私
の
頭
を

※
【
詩
法
】
に
は
句
点
な
し
。

⬇
初
出
の
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
版
に
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
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『
詩
法
』
を
落
と
し
た
。
Ａ
群
ｄ

﹇
45
﹈「
雪
の
門
」『
海
盤
車
』
二
―
八
（「
雪
の
門
」
三
三
〇
四
）、『
行
動
』
一
―
三
（
改

題
「
雲
の
門
」
三
三
一
二
）

【
海
盤
】
題
名
「
雪
の
門
」

【
行
動
】「
雲
の
門
」

【
詩
集
】「
雪
の
門
」

3
【
行
動
】
青
ざ
め
て

【
詩
集
】
あ
を
ざ
め
て
。

6
【
行
動
】
と
し
と
つ
た
雪
の
ひ
と
か
た
ま
り
で
あ
つ
た

【
詩
集
】
年
と
つ
た
雪
の
一
群
で
あ
つ
た
。

※
【
海
盤
】
本
文
未
見
。

※
【
行
動
】
に
句
読
点
な
し
。

⬇
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
行
動
』
を
落
と
す
。『
行
動
』
の
題
名
は
誤
記
。

「《
行
動
》
掲
載
原
稿
で
は
表
題
「
雪
の
門
」」（『
左
川
ち
か
全
詩
集
』
森
開
社
、
二
〇
八

頁
、
原
稿
未
見
）
未

﹇
46
﹈「
単
純
な
る
風
景
」『
椎
の
木
』
二
―
五
（
三
三
〇
五
）、『
詩
法
』
一
（
改
題

「P
O

E
M

」
三
四
〇
八
）

【
椎
木
】
題
名
「
単
純
な
る
風
景
」

【
詩
法
】
改
題
「P

O
E

M

」

【
詩
集
】「
単
純
な
る
風
景
」

1
【
椎
木
】
酔
ひ
ど
れ
び
と
の
や
う
に
／
揺
れ
動
く
雲
の
建
物
。

【
詩
法
】（
削
除
）

【
詩
集
】
酔
ひ
ど
れ
び
と
の
や
う
に
／
揺
れ
動
く
雲
の
建
物
。

8
【
椎
木
】
或
も
の
は
風
の
や
う
に

【
詩
法
】
或
は
風
の
や
う
に

【
詩
集
】
或
も
の
は
風
の
や
う
に

14
【
椎
木
】
人
人
は

【
詩
法
】
人
々
は

【
詩
集
】
人
人
は

18
【
椎
木
】
恰
も
詩
人
が

【
詩
法
】
詩
人
が

【
詩
集
】
恰
も
詩
人
が

※
【
詩
法
】
は
句
読
点
な
し
。

⬇
初
出
の
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
詩
法
』
を
落

と
す
。
Ａ
群
ｄ

﹇
47
﹈「
春
」『
椎
の
木
』
二
―
五
（
三
三
〇
五
）、『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
七

（
三
三
〇
六
）、『
詩
法
』
一
（
三
四
〇
八
）

2
【
椎
木
】【
マ
ダ
ム
】
紫
の
煙

【
詩
法
】
春
の
煙

【
詩
集
】
紫
の
煙

3
【
椎
木
】
充
す
。

【
マ
ダ
ム
】【
詩
法
】
充
す

【
詩
集
】
充
た
す
。

4
【
椎
木
】
ま
も
な
く
こ
こ
へ
来
る
だ
ら
う
。

【
マ
ダ
ム
】
ま
も
な
く
こ
こ
へ
来
る
だ
ら
う

【
詩
法
】
ま
も
な
く
来
る
だ
ら
う

【
詩
集
】
ま
も
な
く
こ
こ
へ
来
る
だ
ら
う
。

※
【
マ
ダ
ム
】
と
【
詩
法
】
は
句
点
な
し
。

⬇
初
出
の
『
椎
の
木
』
版
に
ほ
ぼ
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
詩
法
』



一
〇
〇

100

を
落
と
す
。
Ａ
群
ｄ

﹇
48
﹈「
舞
踏
場
」『
貝
殻
』
二
―
二
（
三
三
〇
五
）

※
【
貝
殻
】【
詩
集
】
に
異
同
な
し
。

⬇
『
貝
殻
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
51
﹈「
暗
い
夏
」『
作
家
』
一
（
三
三
〇
七
）

34
【
作
家
】
木
の
葉
を
万
載
し
て
。

【
詩
集
】
木
の
葉
を
満
載
し
て
。

45
【
作
家
】
窓
邊
に
残
こ
さ
れ
た

【
詩
集
】
窓
邊
に
残
さ
れ
た

53
【
作
家
】
そ
う
す
れ
ば
私
は
も
つ
と

【
詩
集
】
さ
う
す
れ
ば
私
は
も
つ
と

70
【
作
家
】
海
の
あ
ほ
さ
と
草
の
匂

【
詩
集
】
海
の
あ
を
さ
と
草
の
匂

80
【
作
家
】
素
足
が
宙
に
浮
い
て
少
年
は
遂
に

【
詩
集
】
素
足
が
宙
に
浮
い
て
。
少
年
は
遂
に

⬇
ほ
ぼ
『
作
家
』
版
に
拠
る
。
句
点
・
仮
名
な
ど
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｄ
群

﹇
52
﹈「
星
宿
」『
椎
の
木
』
二
―
八
（
三
三
〇
八
）、『
女
人
詩
』
一
一
（
三
三
〇
八
）、

『
詩
法
』
一
（
三
四
〇
八
）

4
【
椎
木
】【
女
人
】
壁
の
う
へ
を
歩
い
て
ゐ
る

【
詩
法
】
壁
に
沿
つ
て
歩
い
て
ゐ
る

【
詩
集
】
壁
の
う
へ
を
歩
い
て
ゐ
る

5
【
椎
木
】【
女
人
】
夜
の
暗
い
空
気

【
詩
法
】
暗
い
空
気

【
詩
集
】
夜
の
暗
い
空
気

6
【
椎
木
】【
女
人
】
あ
だ
か
も
睡
眠
と
死
の
境
で
踊
つ
て
ゐ
た
時
の
や
う
に

【
詩
法
】
あ
た
か
も
睡
眠
と
死
の
境
の
一
本
の
地
平
線
の
や
う
に

【
詩
集
】
あ
だ
か
も
睡
眠
と
死
の
境
で
踊
つ
て
ゐ
た
時
の
や
う
に

7
【
椎
木
】【
女
人
】
生
命
の
影
な
の
だ

【
詩
法
】
生
命
の
影
で
あ
る

【
詩
集
】
生
命
の
影
な
の
だ

8
【
椎
木
】【
女
人
】
そ
の
草
の
下
で

【
詩
法
】
そ
の
草
の
下
の

【
詩
集
】
そ
の
草
の
下
で

8
【
椎
木
】
開
く

【
女
人
】
開
い
た

【
詩
法
】
開
く

【
詩
集
】
開
い
た

10
【
椎
木
】
そ
れ
は
石
境
に

【
女
人
】
そ
れ
ら
は
石
塊
に

【
詩
法
】
そ
れ
は
石
塊
に

【
詩
集
】
そ
れ
ら
は
石
塊
に

⬇
再
掲
誌
『
女
人
詩
』
版
に
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
詩
法
』（
再
々

掲
誌
）
を
落
と
す
。
Ａ
群
ｔ

﹇
50
﹈「
む
か
し
の
花
」『
新
人
早
稲
田
』
一
―
四
（
三
三
〇
六
）、『
椎
の
木
』
二
―
九

（
三
三
〇
九
）

※
【
早
稲
田
】
未
見
。

※
【
椎
木
】【
詩
集
】
に
異
同
な
し
。

⬇
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
新
人
早
稲
田
』
を
落
と
す
。
未



一
〇
一

昭
森
社
『
左
川
ち
か
詩
集
』（
一
九
三
六
）
の
書
誌
的
考
察

101

﹇
53
﹈「
他
の
一
つ
の
も
の
」『
椎
の
木
』
二
―
八
（
三
三
〇
八
）、『
呼
鈴
』
一
二

（
三
三
一
〇
）、『
行
動
』
一
―
三
（
三
三
一
二
）

2
【
椎
木
】【
呼
鈴
】
飛
び
こ
む

【
行
動
】
飛
び
込
む

【
詩
集
】
飛
び
こ
む

4
【
椎
木
】
窓
を
流
れ
た

【
呼
鈴
】
窓
を
流
れ
る

【
行
動
】
窓
を
流
れ
た

【
詩
集
】
窓
を
流
れ
る

5
【
椎
木
】
そ
の
向
ふ
側
か
ら
／
私
は
夏
が
進
行
し
て
来
る
の
を
見
て
ゐ
る

【
呼
鈴
】
そ
の
向
ふ
側
で
／
ゼ
ン
マ
イ
の
ほ
ぐ
れ
る
音
が
す
る

【
行
動
】
そ
の
向
ふ
側
で
／
ゼ
ン
マ
イ
を
ま
く
音
が
す
る

【
詩
集
】
そ
の
向
ふ
側
で
／
ゼ
ン
マ
イ
の
ほ
ぐ
れ
る
音
が
す
る

⬇
再
掲
誌
『
呼
鈴
』
版
に
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
行
動
』（
再
々
掲

誌
）
を
落
と
す
。『
左
川
ち
か
全
詩
集
』（
森
開
社
）
に
『
呼
鈴
』
原
稿
写
真
掲
載
（
小

樽
文
学
館
蔵
）
Ａ
群
ｔ

﹇
54
﹈「
背
部
」『
海
盤
車
』
二
―
一
一
（
三
三
一
〇
）、『
測
量
船
』
二
（
三
三
一
一
）

1
【
海
盤
】
食
ひ

【
測
量
】
食
ら
ひ

【
詩
集
】
食
ひ

2
【
海
盤
】
ま
が
ひ
も
の
の

【
測
量
】
ま
が
ひ
も
の
ゝ

【
詩
集
】
ま
が
ひ
も
の
の

5
【
海
盤
】【
測
量
】
育
く
ま
れ
る

【
詩
集
】
育
ま
れ
る

6
【
海
盤
】【
測
量
】

き

【
詩
集
】
踠
き

※
五
行
目
と
六
行
目
、【
測
量
】
の
み
二
行
空
き
。

⬇
初
出
の
『
海
盤
車
』
版
に
ほ
ぼ
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
測
量
船
』

を
落
と
す
。「
踠も

が

き
」
は
編
者
の
判
断
か
整
理
稿
か
。「ひ

ざ
ま
づき

」
は
誤
記
か
。
Ａ
群
ｄ

﹇
55
﹈「
葡
萄
の
汚
点
」『
椎
の
木
』
二
―
一
一
（
三
三
一
一
）

2
【
椎
木
】
残
し
て
、

【
詩
集
】
残
こ
し
て
、

3
【
椎
木
】
か
つ
て

【
詩
集
】
か
て
て

8
【
椎
木
】
旋
囘
す
る

【
詩
集
】
旋
廻
す
る

⬇
ほ
ぼ
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る
。「
か
て
て
」
は
誤
記
。
Ｄ
群

﹇
56
﹈「
雪
線
」『
文
芸
汎
論
』
三
―
一
二
（
三
三
一
二
）

2
【
文
芸
】
と
び
こ
ゑ

【
詩
集
】
と
び
こ
え

3
【
文
芸
】
テ
ク
ニ
ツ
ク

【
詩
集
】
テ
ク
ニ
ッ
ク

⬇
ほ
ぼ
『
文
芸
汎
論
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

【
一
九
三
四
年
初
出
詩
】

﹇
57
﹈「
プ
ロ
ム
ナ
ア
ド
」『
闘
鶏
』
三
（
三
四
〇
二
）

※
【
闘
鶏
と
【
詩
集
】
に
異
同
な
し
。

⬇
『
闘
鶏
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群



一
〇
二

102

﹇
60
﹈「
会
話
」『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
一
四
（
三
四
〇
三
）、『
苑
』
二
（
三
四
〇
四
）

1
【
マ
ダ
ム
】
下
積
に
な
つ
て
ゐ
た

【
苑
】
下
積
に
な
つ
て
ゐ
る

【
詩
集
】
下
積
に
な
つ
て
ゐ
た

2
【
マ
ダ
ム
】
あ
げ
ら
れ
る
だ
ら
う
。

【
苑
】
あ
げ
ら
れ
る
の
だ
ら
う
。

【
詩
集
】
あ
げ
ら
れ
る
だ
ら
う
。

2
【
マ
ダ
ム
】
這
ひ
出
し
て
来
る

【
苑
】
這
ひ
だ
し
て
来
る

【
詩
集
】
這
ひ
出
し
て
来
る

4
【
マ
ダ
ム
】
ほ
こ
り
だ
ら
け
な
指
で

【
苑
】
ほ
こ
り
だ
ら
け
の
指
で

【
詩
集
】
ほ
こ
り
だ
ら
け
な
指
で

6
【
マ
ダ
ム
】
夢
は
夢
見
る
者

【
苑
】
夢
は
夢
を
見
る
者

【
詩
集
】
夢
は
夢
見
る
者

8
【
マ
ダ
ム
】
ま
た
、
マ
ド
リ
ガ
ル
の

【
苑
】
ま
た
マ
ド
リ
ガ
ル
の

【
詩
集
】
ま
た
、
マ
ド
リ
ガ
ル
の

9
【
マ
ダ
ム
】
大
き
な
歡
喜
の

【
苑
】
大
い
な
る
歡
喜
の

【
詩
集
】
大
き
な
歡
喜
の

10
【
マ
ダ
ム
】
歩
調
の
な
が
れ
。

【
苑
】
歩
調
の
流
れ
。

【
詩
集
】
歩
調
の
な
が
れ
。

11
【
マ
ダ
ム
】
墓
石
の
下
で
す
で
に

【
苑
】
墓
石
の
下
で
、
す
で
に

【
詩
集
】
墓
石
の
下
で
す
で
に

12
【
マ
ダ
ム
】
限
り
な
い
色
彩
が

【
苑
】
華
麗
な
不
在
者
が

【
詩
集
】
限
り
な
い
色
彩
が

15
【
マ
ダ
ム
】【
苑
】
不
滅
の
深
淵
を
こ
ろ
が
り
な
が
ら
、
幾
度
も

【
詩
集
】
不
滅
の
深
淵
を
こ
ろ
が
り
な
が
ら
幾
度
も

15
【
マ
ダ
ム
】
目
覺
め
る
も
の
に
鬨
聲
と
な
り
、
そ
の
音
が

【
苑
】
目
覺
め
る
者
に
鬨
聲
を
つ
く
り
そ
の
音
が

【
詩
集
】
目
覺
め
る
も
の
に
鬨
聲
と
な
り
、
そ
の
音
が

17
【
マ
ダ
ム
】
射
る
。
こ
の
天
の

【
苑
】
射
る
。
／
こ
の
天
の

【
詩
集
】
射
る
。
こ
の
天
の

※
【
苑
】【
詩
集
】
は
各
連
の
冒
頭
一
字
分
下
げ

⬇
初
出
の
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
版
に
ほ
ぼ
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記

載
の
『
苑
』
を
落
と
す
。
Ａ
群
ｄ

﹇
58
﹈「
遅
い
あ
つ
ま
り
」『
貝
殻
』
三
―
一
（
三
四
〇
三
）、『
苑
』
二
（
三
四
〇
四
）

1
【
貝
殻
】
や
つ
て
来
る
。

【
苑
】
や
つ
て
来
る
、

【
詩
集
】
や
つ
て
来
る
。

1
【
貝
殻
】
無
い
や
う
に
。

【
苑
】
な
い
や
う
に
。

【
詩
集
】
無
い
や
う
に
。

3
【
貝
殻
】
花
び
ら
が

【
苑
】
花
辨
が



一
〇
三

昭
森
社
『
左
川
ち
か
詩
集
』（
一
九
三
六
）
の
書
誌
的
考
察

103

【
詩
集
】
花
び
ら
が

⬇
初
出
の
『
貝
殻
』
版
に
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
苑
』
を
落
と
す
。

Ａ
群
ｄ

﹇
59
﹈「
天
に
昇
る
」『
カ
イ
エ
』
六
（
三
四
〇
三
）、『
ご
ろ
つ
ち
ょ
』
一
（
三
四
〇
六
）

4
【
カ
イ
エ
】
ふ
み
に
ぢ
ら
れ

【
ご
ろ
】
ふ
み
に
じ
ら
れ

【
詩
集
】
ふ
み
に
ぢ
ら
れ

6
【
カ
イ
エ
】
据
え
た

【
ご
ろ
】
据
え
た

【
詩
集
】
据
ゑ
た

10
【
カ
イ
エ
】
月
光
は
／
全
く

【
ご
ろ
】
月
光
は
全
く

【
詩
集
】
月
光
は
／
全
く

⬇
初
出
の
『
カ
イ
エ
』
版
に
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
ご
ろ
つ
ち
よ
』

を
落
と
す
。
Ａ
群
ｄ

﹇
61
﹈「
メ
ー
フ
ラ
ワ
ー
」『
カ
イ
エ
』
七
（
三
四
〇
五
）、『
小
劇
場
』
三
―
七
（
三
四
〇
六
）

2
【
カ
イ
エ
】
動
き
出
す

【
劇
場
】
動
き
だ
す

【
詩
集
】
動
き
出
す

⬇
初
出
の
『
カ
イ
エ
』
版
に
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
小
劇
場
』
を

落
と
す
。
Ａ
群
ｄ

﹇
63
﹈「
暗
い
歌
」『
日
本
詩
壇
』
二
―
五
（「
暗
い
唄
」
三
四
〇
七
）

【
日
本
】
題
名
「
暗
い
唄
」

【
詩
集
】「
暗
い
歌
」

1
【
日
本
】
カ
ア
ペ
ツ
ト
の
上
を
、

【
詩
集
】
新
し
い
カ
ア
ペ
ツ
ト
の
上
を

2
【
日
本
】
押
し
て
ゆ
く
。

【
詩
集
】
押
し
て
行
く

3
【
日
本
】
静
か
に
ゆ
つ
く
り
と

【
詩
集
】
静
か
に　

ゆ
つ
く
り
と

4
【
日
本
】
燃
え
て
ゐ
る
道
で
、

【
詩
集
】
燃
え
て
ゐ
る
道
で

5
【
日
本
】
染
り
。

【
詩
集
】
染
ま
り

6
【
日
本
】
ふ
れ
る
と
こ
ろ
は

【
詩
集
】
ふ
れ
る
處
は

⬇
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
日
本
詩
壇
』
を
落
と
す
。
独
自
の
改
稿
と
「
暗

い
歌
」
へ
の
改
題
は
整
理
稿
に
拠
る
か
。『
近
代
詩
人
・
歌
人
自
筆
原
稿
集
』（
東
京

堂
出
版
、
二
〇
〇
二
）
に
『
日
本
詩
壇
』
原
稿
写
真
掲
載
。
Ｃ
群
ｓ

﹇
62
﹈「
果
実
の
午
後
」『
椎
の
木
』
三
―
六
（
三
四
〇
六
）、『
日
本
詩
壇
』
二
―
五
（
改

題
「
お
な
じ
く
」
三
四
〇
七
）

【
椎
木
】
題
名
「
果
実
の
午
後
」

【
日
本
】
改
題
「
お
な
じ
く
」

【
詩
集
】「
果
実
の
午
後
」

2
【
椎
木
】
必
要
と
し
な
い
、
た
と
へ

【
日
本
】
必
要
と
し
な
い
。
た
と
へ

【
詩
集
】
必
要
と
し
な
い　

た
と
へ

3
【
椎
木
】
象
牙
のK

ey

を



一
〇
四

104

【
日
本
】
象
牙
の
キ
イ
を

【
詩
集
】
象
牙
の

キ
イ

を

5
【
椎
木
】
芝
生
に
。

【
日
本
】
芝
生
に
、

【
詩
集
】
芝
生
に
、

6
【
椎
木
】
こ
ろ
が
つ
て
ゐ
る
。

【
日
本
】
こ
ろ
が
つ
て
ゆ
く
。

【
詩
集
】
こ
ろ
が
つ
て
ゐ
る
。

⬇
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
日
本
詩
壇
』
を
落
と
す
。
独
自
の
異
同
及
び
題

名
を
「
果
実
の
午
後
」
に
戻
し
た
の
は
整
理
稿
に
拠
る
か
。
Ｃ
群
ｄ

﹇
64
﹈「
花
」『
カ
イ
エ
』
八
（
三
四
〇
七
）

※
【
詩
集
】
は
【
カ
イ
エ
】
版
の
全
三
章
の
う
ち
、
第
一
章
部
分
の
み
収
載
。

⬇
第
一
章
の
み
収
載
。
編
者
の
判
断
な
ら
意
図
が
不
明
。
ミ
ス
で
な
け
れ
ば
整
理

稿
に
拠
る
か
。
Ｃ
群
ｓ

﹇
65
﹈「
午
後
」
掲
載
誌
不
明

⬇
「
覚
書
」
記
載
の
『
書
帷
』（
内
田
忠
、福
井
県
丸
岡
）
三
四
年
七
月
〜
九
月
号
頃

の
可
能
性
。『
書
帷
』
未
見
。
未

﹇
67
﹈「
海
泡
石
」『
椎
の
木
』
三
―
九
（
三
四
〇
九
）

2
【
椎
木
】
海
上
は
吹
雪
だ

【
詩
集
】
海
上
は
吹
雪
だ
。

※
【
椎
木
】
は
各
連
の
冒
頭
一
字
分
下
げ

⬇
ほ
ぼ
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
66
﹈「
夏
の
を
は
り
」『
女
人
詩
』
一
四
（
三
四
〇
八
）、『
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ボ
オ
』

一
（
三
四
一
一
）

2
【
女
人
】
這
っ
て
ゐ
る

【
レ
ス
】【
詩
集
】
這
つ
て
ゐ
る

3
【
女
人
】【
レ
ス
】
テ
ン
ポ
が

【
詩
集
】
テ
ム
ポ
が

10
【
女
人
】
凍
っ
た
港
か
ら
や
っ
て
来
る
だ
ら
う

【
レ
ス
】【
詩
集
】
凍
つ
た
港
か
ら
や
つ
て
来
る
だ
ら
う

⬇
ほ
ぼ
『
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ボ
オ
』
版
に
拠
る
。
関
連
詩
「
季
節
」『
モ
ダ
ン
日

本
』
五
―
一
一
（
三
四
一
一
）
Ｂ
群

﹇
70
﹈「Finale

」『
椎
の
木
』
三
―
一
〇
（
三
四
一
〇
）

2
【
椎
木
】
つ
き
あ
た
つ
て　

い
つ
ま
で
も

【
詩
集
】
つ
き
あ
た
つ
て
／
い
つ
ま
で
も

⬇
ほ
ぼ
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
72
﹈「
素
朴
な
月
夜
」『
椎
の
木
』
三
―
一
一
（
三
四
一
一
）

※
【
椎
木
】【
詩
集
】
異
同
は
な
し
。

⬇
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
71
﹈「
前
奏
曲
」『
カ
イ
エ
』
九
（
三
四
一
一
）

8
【
カ
イ
エ
】
ほ
ん
と
う
に　

【
詩
集
】
ほ
ん
た
う
に

12
【
カ
イ
エ
】
若
若
し
い

【
詩
集
】
若
々
し
い

15
【
カ
イ
エ
】
チ
ヨ
コ
レ
エ
イ
ト
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【
詩
集
】
チ
ョ
コ
レ
エ
ト

15
【
カ
イ
エ
】
気
候
の
よ
い
こ
と
や

【
詩
集
】
気
候
の
よ
い
こ
と
や
、

17
【
カ
イ
エ
】
旋
廻
し
、

【
詩
集
】
旋
囘
し
、

22
【
カ
イ
エ
】
足
音
も

【
詩
集
】
跫
音
も

33
【
カ
イ
エ
】
毒
毒
し
さ

【
詩
集
】
毒
々
し
さ

38
【
カ
イ
エ
】
雨
漏
り
の
あ
と
と
つ
い
た

【
詩
集
】
雨
漏
り
の
あ
と
の
つ
い
た

43
【
カ
イ
エ
】
諦
ら
め
き
れ
ず
に
、

【
詩
集
】
諦
め
き
れ
ず
に
、

45
【
カ
イ
エ
】
捕
ふ
て
み
た
い

【
詩
集
】
捕
へ
て
み
た
い

58
【
カ
イ
エ
】
ヴ
エ
ー
ル

【
詩
集
】
ヴ
ェ
ー
ル

89
【
カ
イ
エ
】
眼
つ
て
ゐ
る
う
ち
に
、

【
詩
集
】
眠
つ
て
い
る
う
ち
に
、

91
【
カ
イ
エ
】
穏
し
て
ゐ
る
か
ら
だ
、

【
詩
集
】
隠
し
て
ゐ
る
か
ら
だ
、

96
【
カ
イ
エ
】
憑
れ
て

【
詩
集
】
憑
か
れ
て

103
【
カ
イ
エ
】
棚
を
破
壊
し
て

【
詩
集
】
柵
を
破
壊
し
て

108
【
カ
イ
エ
】
組
立
て
る
こ
と
ば
か
り
を

【
詩
集
】
組
立
て
る
こ
と
ば
か
り

115
【
カ
イ
エ
】
咲
こ
う
と
す
る
。

【
詩
集
】
咲
か
う
と
す
る
。

130
【
カ
イ
エ
】
こ
う
し
て
ゐ
る
う
ち
に
私
は
一
本
の
樹
に
比
し
て
樹
立
ち
の

【
詩
集
】
か
う
し
て
ゐ
る
う
ち
に
私
は
一
本
の
樹
に
化
し
て
樹
立
の

160
【
カ
イ
エ
】
ヴ
エ
ラ
ン
ダ

【
詩
集
】
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ

167
【
カ
イ
エ
】
段
段

【
詩
集
】
段
々

168
【
カ
イ
エ
】
さ
ま
よ
う

【
詩
集
】
さ
ま
よ
ふ

169
【
カ
イ
エ
】
調
べ
で
あ
ら
う
と
は
、

【
詩
集
】
調
べ
で
あ
ら
う
と
は
。

※
【
詩
集
】
は
五
段
落
と
六
段
落
の
間
一
行
空
き
。

⬇
ほ
ぼ
『
カ
イ
エ
』
版
に
拠
る
。
仮
名
や
誤
字
を
改
め
る
。
Ｄ
群

﹇
参
考
﹈「
季
節
」『
モ
ダ
ン
日
本
』
五
―
一
一
（「
季
節
」
三
四
一
一
）（「
夏
の
を
は
り
」

の
改
題
作
）

3
【
モ
ダ
ン
】
テ
ン
ポ

【
詩
集
】
テ
ム
ポ

8
【
モ
ダ
ン
】
た
べ
て
ゆ
く

【
詩
集
】
た
べ
て
行
く

11
【
モ
ダ
ン
】
し
か
も
す
べ
て
の
人ひ

と

の
一い

ち
に
ち日

が
終を

は

ら
う
と
し
て
ゐ
る

【
詩
集
】
し
か
も
す
べ
て
こ
の
心
の
一
日
が
終
ら
う
と
し
て
ゐ
る

※
【
モ
ダ
ン
】
は
漢
字
に
全
て
ふ
り
が
な
。

※  

【
詩
集
】
は
四
行
目
と
五
行
目
、六
行
目
と
七
行
目
、九
行
目
と
一
〇
行
目
の
間



一
〇
六

106

一
行
空
き
。

⬇
ほ
ぼ
『
モ
ダ
ン
』
版
に
拠
る
。「
こ
の
心
の
一
日
」
は
誤
字
か
。「
夏
の
を
は
り
」

と
「
季
節
」
併
載
に
つ
い
て
『
詩
集
』「
覚
書
」
に
説
明
な
し
。
関
連
詩
﹇
66
﹈「
夏

の
を
は
り
」『
女
人
詩
』
一
四
（
三
四
〇
八
）。
本
稿
「
左
川
ち
か
の
詩
篇
一
覧
」
で

は
、「
夏
の
を
は
り
」
と
同
系
統
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
判
断
し
、
独
立
し
た
作
品
番
号

は
付
し
て
い
な
い
。
Ｄ
群

﹇
73
﹈「
言
葉
」『
椎
の
木
』
三
―
一
二
（
三
四
一
二
）

※
【
椎
木
】【
詩
集
】
異
同
は
な
し
。

⬇
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
75
﹈「
落
魄
」『
海
盤
車
』
三
―
一
六
（
三
四
一
二
）

8
【
海
盤
】
絡
み
つ
け
、
い
は
れ
た

【
詩
集
】
絡
み
つ
け　

い
は
れ
た

⬇
ほ
ぼ
『
海
盤
車
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

【
一
九
三
五
年
初
出
詩
】

﹇
77
﹈「
三
原
色
の
作
文
」『
海
盤
車
』
四
―
一
七
（
三
五
〇
二
）

28
【
海
盤
】
愛
す
る
よ
う
に

【
詩
集
】
愛
す
る
や
う
に

38
【
海
盤
】
田
地
ヲ
モ
ツ
テ
ヰ
タ
、

【
詩
集
】
田
地
ヲ
モ
ツ
テ
ヰ
タ
。

44
【
海
盤
】
侵
す
寒
さ
が
汽
車
の
時
間
に

【
詩
集
】
侵
す
寒
さ
が
。
汽
車
の
時
間
に

⬇
ほ
ぼ
『
海
盤
車
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
81
﹈「
海
の
花
嫁
」『
セ
ル
パ
ン
』
五
二
（
三
五
〇
六
）

14
【
セ
ル
パ
ン
】
お
い
し
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
詩
集
】
お
い
し
う
ご
ざ
い
ま
す

※
四
行
目
【
セ
ル
パ
ン
】「
け
ふ
か
へ
ろ
、
け
ふ
か
え
ろ
、」
は
二
字
分
下
げ
。

⬇
ほ
ぼ
『
セ
ル
パ
ン
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
78
﹈「
太
陽
の
唄
」『
る
ね
っ
さ
ん
す
』
二
（
三
五
〇
三
）、『
詩
法
』
一
二
（「
太
陽
の

娘
」」
三
五
〇
八
）

【
る
ね
】
題
名
「
太
陽
の
唄
」

【
詩
法
】「
太
陽
の
娘
」

2
【
る
ね
】【
詩
法
】
渦
巻
な
が
ら

【
詩
集
】
渦
巻
き
な
が
ら

3
【
る
ね
】
闇
に

く

【
詩
法
】
ひ
ざ
ま
づ
く

【
詩
集
】
闇
に

く

4
【
る
ね
】
獣
も
の
ど
も
が

【
詩
法
】【
詩
集
】
獣
ど
も
が

7
【
る
ね
】
併
し
古
い
楽
器
は

【
詩
法
】
古
い
楽
器
は

【
詩
集
】
併
し
古
い
楽
器
は

9
【
る
ね
】
カ
ー
ヴ
す
る

【
詩
法
】
カ
ア
ヴ
す
る

【
詩
集
】
カ
ー
ヴ
す
る

11
【
る
ね
】
そ
し
て
ヴ
エ
ル
は

【
詩
法
】
ヴ
エ
ル
は

【
詩
集
】
そ
し
て
ヴ
エ
ル
は
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13
【
る
ね
】
聲
の
な
い
季
節
が
い
づ
こ
の
岸
で

【
詩
法
】
聲
の
な
い
季
節
は
／
ど
ち
ら
の
岸
で

【
詩
集
】
聲
の
な
い
季
節
が
い
づ
こ
の
岸
で

14
【
る
ね
】
青
春
と
光
栄
に
輝
く
の
だ
ら
う

【
詩
法
】
青
春
と
光
栄
に
輝
く
の
か

【
詩
集
】
青
春
と
光
栄
に
輝
く
の
だ
ら
う

⬇
初
出
の
『
る
ね
さ
つ
ん
す
』
版
に
ほ
ぼ
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
詩

法
』
を
落
と
す
。
Ａ
群
ｄ

﹇
85
﹈「
山
脈
」『
短
歌
研
究
』
四
―
八
（
三
五
〇
八
）

※
【
短
歌
】【
詩
集
】
異
同
は
な
し
。

⬇
『
短
歌
研
究
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
86
﹈「
海
の
天
使
」『
短
歌
研
究
』
四
―
八
（
三
五
〇
八
）

4
【
短
歌
】
帰
へ
り
を
待
つ

【
詩
集
】
帰
り
を
待
つ

6
【
短
歌
】
私
は
大
聲
を
だ
し　

訴
へ
よ
う
と
し

【
詩
集
】
私
は
大
聲
を
だ
し
訴
へ
よ
う
と
し

⬇
ほ
ぼ
『
短
歌
研
究
』
版
に
拠
る
。
関
連
詩
﹇
83
﹈「
海
の
捨
子
」『
詩
法
』
一
二

（
三
五
〇
八
）
Ｄ
群

﹇
82
﹈「
夏
の
こ
ゑ
」『
芸
術
科
』
三
―
七
（「
山
に
話
し
て
ゐ
る
」
三
五
〇
七
）、『
椎
の

木
』
五
―
三
（
改
題
「
夏
の
こ
ゑ
」
三
六
〇
三
）

【
芸
術
】
題
名
「
山
に
話
し
て
ゐ
る
」

【
椎
木
】
改
題
「
夏
の
こ
ゑ
」

【
詩
集
】「
夏
の
こ
ゑ
」

2
【
芸
術
】
ラ
シ
ヤ
の
マ
ン
ト
に

【
椎
木
】【
詩
集
】
羅
紗
の
マ
ン
ト
に

7
【
芸
術
】
見
て
ゐ
る
。

【
椎
木
】【
詩
集
】
向
い
て
ゐ
る

9
【
芸
術
】
動
き
出
し
て
き
た
。

【
椎
木
】【
詩
集
】
動
き
だ
し
て
き
た

11
【
芸
術
】
騒
ぎ
あ
つ
て
ゐ
る
。

【
椎
木
】【
詩
集
】
騒
ぎ
合
つ
て
ゐ
る

12
【
芸
術
】
う
づ
く
ま
つ
て

【
椎
木
】【
詩
集
】
蹲
つ
て

13
【
芸
術
】
う
わ
さ
を

【
椎
木
】【
詩
集
】
噂
を

14
【
芸
術
】
花
粉
の
や
う
な
水
が
流
れ
る
だ
ら
う
。

【
椎
木
】【
詩
集
】
花
粉
の
や
う
に
水
が
流
れ
る
の
だ

※  

七
行
目
と
八
行
目
の
間
【
芸
術
】【
詩
集
】
は
一
行
空
き
。【
椎
木
】
は
二
行
空

き
。

※
【
芸
術
】
の
み
句
読
点
あ
り
。

⬇
ほ
ぼ
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る
。
編
者
は
「
覚
書
」
未
記
載
の
『
芸
術
科
』
を
落

と
す
。
Ｂ
群

【
巻
末
詩
】

﹇
88
﹈「
季
節
の
夜
」『
椎
の
木
』
五
―
三
（
三
六
〇
三
）

※
【
椎
木
】【
詩
集
】
異
同
は
な
し
。

⬇
『
椎
の
木
』
版
に
拠
る
。
Ｄ
群

﹇
31
﹈「The street fair

」『
椎
の
木
』
一
―
一
〇
（
三
二
一
〇
）、『
行
動
』
一
―
三
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八
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（
三
三
一
二
）

2
【
椎
木
】
白
く
馬
が
這
ひ
あ
え
ぎ
ま
は
つ
て
ゐ
る
如
く
。

【
行
動
】
白
い
馬
が
喘
ぎ
ま
は
つ
て
ゐ
る
如
く

【
詩
集
】
白
く
馬
が
あ
へ
ぎ
ま
は
つ
て
ゐ
る
如
く

4
【
椎
木
】（
一
字
空
白
）
を
殺
害
す
る
た
め
に
や
つ
て
来
る
。

【
行
動
】【
詩
集
】
時
を
殺
害
す
る
た
め
に
や
つ
て
来
る

6
【
椎
木
】
並
ん
で
ゐ
た
。

【
行
動
】【
詩
集
】
並
ん
で
ゐ
た

8
【
椎
木
】
眠
か
ら
更
に
深
い
眠
へ
と
落
ち
て
ゆ
く
。

【
行
動
】【
詩
集
】
眠
り
か
ら
更
に
深
い
眠
り
へ
と
落
ち
て
ゆ
く

10
【
椎
木
】
絶
望
の
や
う
に
／
／
高
く
空
を
支
へ
て
ゐ
る

【
行
動
】
絶
望
の
や
う
に
高
い
空
を
支
へ
て
ゐ
る
。

【
詩
集
】
絶
望
の
や
う
に
／
／
高
い
空
を
支
へ
て
ゐ
る

12
【
椎
木
】
道
も
な
く
星
も
な
い
空
虚
な
街

【
行
動
】
道
も
な
く
星
も
な
い
／
花
も
咲
か
な
い
空
虚
な
街
。

【
詩
集
】
道
も
な
く
星
も
な
い
空
虚
な
街

14
【
椎
木
】
抜
け
だ
し

【
行
動
】
ぬ
け
出
し

【
詩
集
】
抜
け
だ
し

15
【
椎
木
】
ピ
ス
ト
ン
の
か
ゞ
や
き
と

【
行
動
】
ピ
ス
ト
ン
の
輝
き
や

【
詩
集
】
ピ
ス
ト
ン
の
か
が
や
き
や

16
【
椎
木
】
奪
ひ
去
り

【
行
動
】
う
ば
ひ
去
り

【
詩
集
】
奪
ひ
去
り

18
【
椎
木
】
う
ち
の
め
さ
れ
る

【
行
動
】
打
ち
の
め
さ
れ
る
。

【
詩
集
】
打
ち
の
め
さ
れ
る

※
【
詩
集
】
に
は
句
点
な
し
。

⬇
「
覚
書
」
に
「
制
作
若
し
く
は
発
表
の
時
を
明
ら
か
に
し
な
い
」。
編
者
は
『
椎

の
木
』『
行
動
』
を
落
と
す
。『
詩
集
』
収
録
詩
に
は
『
椎
の
木
』
版
と
『
行
動
』
版

が
混
在
。
さ
ら
に
独
自
の
異
同
部
分
が
あ
り
、
整
理
稿
に
拠
っ
た
か
。『
詩
集
』
後
、

『
目
﹇A

U
G

E
N

﹈』
二
号
（
三
六
・
一
二
）
に
再
掲
。
Ｃ
群
ｄ

﹇
69
﹈「1.2.3.4.5

」
掲
載
誌
不
明
。﹇
68
﹈「
指
間
の
花
」『
呼
鈴
』
二
〇
（
三
四
〇
九
）

の
第
二
章
部
分
抜
粋
か
。

【
呼
鈴
】
題
名
「
指
間
の
花
」

【
詩
集
】「1.2.3.4.5

」

1   【
呼
鈴
】
並
木
の
下
で
少
女
は
緑
色
の
手
を
擧
げ
て
誰
か
を
呼
ん
で
ゐ
る
。
植

物
の
や
う
な
皮
膚
を
驚
い
て
見
て
ゐ
る
と
、
や
が
て
絹
の
手
袋
を
ぬ
い
だ
。

【
詩
集
】
並
木
の
下
で
少
女
は
緑
色
の
手
を
擧
げ
て
ゐ
る
。
／
植
物
の
や
う
な

皮
膚
に
お
ど
ろ
い
て
、
見
る
と
や
が
て
絹
の
／
手
袋
を
脱
ぐ
。

⬇
「
覚
書
」
に
「
制
作
若
し
く
は
発
表
の
時
を
明
ら
か
に
し
な
い
」。
編
者
は
『
呼

鈴
』
を
落
と
す
。
本
詩
は
『
呼
鈴
』
版
を
独
自
に
改
稿
し
て
お
り
、
整
理
稿
に
拠
る

か
。『
左
川
ち
か
全
詩
集
』
旧
版
（
森
開
社
）
に
『
呼
鈴
』
原
稿
写
真
部
分
掲
載
。『
詩

集
』
後
、『
目
﹇A

U
G

E
N

﹈』
二
号
（
三
六
・
一
二
）
に
再
掲
。
Ｃ
群
ｓ


